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生
へ
帰
す
こ
と
」そ
し
て「
コ
ウ
ノ

ト
リ
も4
住
め
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
」に
目
標
が
膨
ら
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　
平
成
17
年
9
月
、
日
本
の
自
然

界
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
絶
滅
し
て
か

ら
34
年
の
月
日
を
経
て
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
は
再
び
私
た
ち
の
町
の
空
を

舞
い
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
5
月
、
国
内
の
自
然

界
で
43
年
ぶ
り
に
ひ
な
が
誕
生
し
、

同
年
7
月
に
巣
立
ち
。
そ
の
後
も

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
自
然
界
で
順
調
に

数
を
増
や
し
、
今
年
は
野
外
で

1
0
0
羽
目
の
巣
立
ち
を
記
録
し

ま
し
た
。
野
外
で
誕
生
し
、
巣
立

っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
韓
国
に
飛
ん

で
行
く
な
ど
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
世

界
と
豊
岡
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
は
、
人
里
の
暮
ら

し
の
中
で
大
型
鳥
類
の
野
生
復
帰

に
取
り
組
む
、
世
界
で
も
類
を
見

な
い
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。
私

た
ち「
人
」の
関
わ
り
が
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
生
息
を
支
え
て
い
る
の
で

す
。

　
か
つ
て
国
内
各
地
を
悠
然
と
舞

っ
て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
。
松
の
木

の
上
に
巣
を
作
っ
て
、
田
ん
ぼ
や

川
な
ど
の
湿
地
で
餌
を
捕
り
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
明
治
に
な
り
狩
猟
が

解
禁
さ
れ
る
と
、
格
好
の
的
に
な

り
、
鉄
砲
で
撃
た
れ
数
を
減
ら
し

ま
し
た
。
第
2
次
世
界
大
戦
の
こ

ろ
に
は
、
松
の
木
が
大
量
に
伐
採

さ
れ
営
巣
地
や
ね
ぐ
ら
を
失
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
戦
後
に
は
田
ん

ぼ
や
川
が
改
修
さ
れ
、
生
息
環
境

が
大
き
く
変
化
。
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
強
い
農
薬
を
使
っ
た

農
業
に
よ
っ
て
、
昭
和
46
年
、
日

本
の
空
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　
豊
岡
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
姿

を
消
す
前
の
昭
和
40
年
か
ら
人
工

飼
育
を
開
始
。
本
格
的
に
保
護
増

殖
を
始
め
ま
し
た
。
四
半
世
紀
に

わ
た
る
苦
難
の
歴
史
を
経
て
、
平

成
元
年
に
待
望
の
ひ
な
が
誕
生
。

順
調
に
飼
育
数
が
増
え
は
じ
め
る

と「
飼
育
下
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
野

　平成17年9月24日、日本の空から一度は姿を消したコウノト
リが再び豊岡の空に羽ばたきました。
　コウノトリも住める環境は、私たち人間にとってどんな環境な
のか。この10年間の｢変わった！｣を振り返り、これからの豊岡
の町づくりを考えます。　　　《問合せ》秘書広報課☎23−1114

最
後
の
生
息
地

保
護
増
殖
か
ら
野
生
復
帰
へ

コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
10
周
年

命
を
育
む
町 

豊
岡

特集

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
最
後
に
選
ん
だ
地
・
豊
岡

〜
世
界
が
注
目
す
る
野
生
復
帰
〜世

界
が
注
目
す
る
野
生
復
帰
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ロ
シ
ア

※昭和35年以前は推定値 ※県立コウノトリの郷公園提供
S５ H27H22H17H12H２S55S45S35S25S15

個
体
数（
羽
）

（年）

コウノトリ保護・野生復帰の歴史

特集　命を育む町 豊岡

《コウノトリの1年》

コウノトリってこんな鳥
国指定特別天然記念物
　くちばしの黒いコウノトリは世界に
２千〜３千羽程度しかいません。絶滅寸
前の鳥です。
非常にグルメで大食漢
　肉食性で、水辺の魚やカエル、草地の
昆虫、ヘビなどを食べます。コウノトリ
が生きていくためには、豊かな生態系が
必要です。
マイホーム
　木の上に枝を組み合わせて直径約２m
の巣を作ります。数羽のコウノトリが
乗っても壊れない丈夫な大木が必要です。

学名／C
キ コ ニ ア

iconia b
ボ イ キ ア ナ

oyciana
体高／110〜150㎝
翼長／約２m
　　　日本に住む鳥では最大級
体重／4．5〜5．5kg
　色　／黒：風切り羽・くちばし
　　　白：風切り羽以外の羽
　　　赤：両脚・目の周り

●下旬、そろそろ巣を
作ろうか。

●雪が降ると、餌を探
すのもひと苦労

●ひなは巣立ちし、一
人前に

●自分で餌を捕る練習
中

●子育てに忙しい時期
です。

●親子で川遊び

●ひなが誕生。さっそ
く餌のおねだり

●稲刈りの済んだ田ん
ぼも大好き

●夫婦交替で卵を温め
ます。

●そろそろ親の元を離
れて、大空を飛びま
わります。

●巣が完成、そして産
卵

●見合いをしている仲
間もいます。

昭和30年 ｢コウノトリ保護協賛会（昭和33年に『但馬コウノトリ保存会』に改
称）｣発足。官民一体で保護運動開始

昭和31年 国の｢天然記念物｣から｢特別天然記念物｣に指定変更
昭和34年 百合地区の水田に人工巣塔を設置
昭和40年 野上区に飼育場が完成。人工飼育を開始
昭和46年 豊岡市内で保護された野生最後の１羽が死亡。コウノトリは日本

の野外から姿を消す
昭和60年 ロシアから６羽のコウノトリを受贈
平成元年 飼育場で初の繁殖に成功（人工飼育開始から25年目）
平成６年 コウノトリの野生復帰構想を策定
平成11年 県立コウノトリの郷公園が開園
平成12年 市立コウノトリ文化館が開館
平成15年 コウノトリ野生復帰推進連絡協議会を設置

県がコウノトリ野生復帰推進計画（１期）を策定
平成17年 コウノトリの試験放鳥を開始
平成19年 放鳥したコウノトリから国内の自然界で43年ぶりにひなが誕生し、

46年ぶりの巣立ち
平成23年 福井県越前市で２羽（ペア）の人工飼育開始
平成24年 放鳥コウノトリから生まれた第２世代同士がペアとなり、初めて

第３世代が巣立ち
豊岡市外（京都府京丹後市）でも営巣、３羽が巣立ち
朝来市・養父市で人工飼育開始

平成25年 朝来市・養父市でひなが誕生し放鳥
平成26年 福井県越前市でひなが誕生

豊岡生まれのコウノトリが韓国慶
キョンサンナムド

尚南道に飛来
平成27年 千葉県野田市でコウノトリ放鳥

韓国慶尚南道禮
イエ

山
サン

郡でコウノトリ放鳥

《但馬のコウノトリ個体数》
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 命のつまった田んぼを育む  コウノトリ育む農法

一般的に、豊岡では６月ごろ
に田んぼの水を全部抜きます
（中干し）。コウノトリの餌場
を確保するため、オタマジャ
クシがカエルに変態するのを確認してから、中
干しします（一般的な農法より１カ月程度遅い）。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
場
と
な
る
田

ん
ぼ
で
は
、
た
く
さ
ん
の
生
き
も

の
を
増
や
す
取
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
平

成
15
年
に
わ
ず
か
0
・
7
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
面
積
で
始
ま
っ
た「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」。
平
成
26

年
に
は
約
2
9
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

拡
大
し
、
約
2
9
0
人
の
生
産
者

が
、
農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
な

い
、
手
間
暇
掛
け
た
お
米
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
は
販

売
店
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
者
や
、

こ
の
お
米
を
食
べ
る
消
費
者
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
さ
を
増
し
た
田
ん
ぼ
と
水

路
を
つ
な
ぐ
水
田
魚
道
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
先
に
あ
る
川

で
は
、
河
川
敷
を
浅
く
掘
っ
て
湿

地
を
造
っ
て
い
ま
す
。

　
食
料
生
産
の
現
場
が
同
時
に
生

物
多
様
性
保
全
の
現
場
に

̶

田
ん

ぼ
に
は
、
ド
ジ
ョ
ウ
や
ヤ
ゴ
、
カ

エ
ル
な
ど
の
生
き
も
の
が
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
環
境
学

習
の
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
も
、

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　おいしいお米とさまざまな生きものを同時
に育むのがコウノトリ育む農法です。水管理
などでさまざまな工夫をし、安全安心なお米
を生産しています。

　
大
食
漢
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、
餌
場
と

な
る
豊
か
な
湿
地
の
生
態
系
を
取
り
戻
す
こ
と
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

田
ん
ぼ
、
水
路
、
川
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

　
中
で
も
農
業
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
を
中
心
と
し
た
湿

地
に
は
、
ナ
マ
ズ
や
フ
ナ
、
ト
ン
ボ
な
ど
の「
命
」が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

第１章

農
業
が
変
わ
っ
た

̶
̶

食
料
生
産
の
現
場
が
同
時
に
生
物
多
様
性
保
全
の
現
場
に

栽
培
面
積（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

（年）
H25H24H23H22H21H20H19H18H17H16H15 H26

269.7
251.6

234.1
219.5212.3

183.1
157.0

96.3

41.7
16.2

0.7

292.7

0

50

100

150

200

250

300
無農薬タイプ
減農薬タイプ

《コウノトリ育む農法の栽培面積》

冬期間に田んぼに水を張
る冬

とう

期
き

湛
たん

水
すい

や、田植えの
１カ月前から水を張る早

そう

期
き

湛
たん

水
すい

など、水管理を工
夫しています。

雑草を抑えるため一般的
な農法より深い水深で管
理（水深８cm程度を維持）。
コウノトリを絶滅に追い込
んだ農薬には頼りません。
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ラムサール条約登録湿地
～世界が認めた ｢自然再生｣～
　さまざまな生きものの命を育む国際的に重要
な湿地として、平成24年７月にラムサール条約
に登録された『円山川下流域・周辺水田』。自然
再生の積み重ねによってさらに豊かさを増した
湿地環境の下で、コウノトリが暮らしています。

▲出石川に創出した
　加

か

陽
や

湿地
▲野生コウノトリが来た
　ハチゴロウの戸

と

島
しま

湿地
▲区民が主となり整備した
　田

た

結
い

湿地

生 

産  

と  

販 

売  

の
〝
現 
場
〞

こだわりのお米を市場に提供
　コウノトリ育む農法の開発で、生命を慈

いつく

しみ、
自然と共生する農業が実現しました。
　生命が躍動する田んぼで育つ｢コウノトリ育む
お米｣は、田んぼのエネルギーを吸い上げ、自然
の力で作るお米です。統一した農法と生産者の
努力で、こだわりと品質を確保。消費者からは
｢安心して食べられることがうれしい｣と好評で
す。７月に発売したパックごはんの販売も好調
です。
　このお米は、先進的な特別栽培米として、全
国的に知られています。さらに取組みを強化す
るために、平成27年、JAたじまでは最先端のカ
ントリーエレベータ
ーが完成。全国トッ
プクラスのこだわり
のお米を全国の市場
に提供していきます。

塩見真仁さん
しおみまさひと

JAたじま米穀課

コウノトリに選ばれる
田んぼ作り
　家族や消費者のために安
全な米作りをしたいと思っ

ていました。平成４年、区にコウノトリ野生復
帰拠点施設を作る話があり｢米作りに農薬は使え
ないな｣という話が自然に出てきました。平成15
年からは、県や市の指導でコウノトリ育む農法
に取り組んでいます。それまでやってきた一般
的な農法と違うので、不安もありましたが｢失敗
しても仕方がない、やってみよう｣の気持ちで取
り組みました。
　朝起きて玄関から田んぼを見ると、コウノト
リが餌をついばんでいます。無農薬の田んぼを
好んで来ます。安全な田んぼが分かるんですね。
　コウノトリの郷営農組合から始まった安全・
安心な米作りが、各地に広がっていることを誇
りに感じます。

畷　悦喜さん（77）祥雲寺
なわてえつよし

農業

よみがえった
新たに生まれた

▲ソデグロヅル（左）とコウノトリ（右）の
ツーショット

▲冬期湛水の田んぼにはコハクチョウも
飛来

▲市内に25本立つ人工巣塔
　（コウノトリの巣）

水
辺
環
境

特集　命を育む町 豊岡
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子
ど
も
た
ち
が
、
自
然
の
中
で

思
い
っ
き
り
遊
ぶ「
子
ど
も
の
野

生
復
帰
大
作
戦
」や
小
学
校
、
農

家
、
N
P
O
の
皆
さ
ん
ら
と
一
緒

に「
生
き
も
の
調
査
」を
実
施
。「
コ

ウ
ノ
ト
リ
K
I
D
S
ク
ラ
ブ
」で

は
、
生
き
も
の
に
触
れ
る
学
習
や

体
験
を
し
て
い
ま
す
。
野
生
復
帰

の
未
来
を
議
論
す
る「
コ
ウ
ノ
ト

リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
」で
は〝
コ

ウ
ノ
ト
リ
未
来
宣
言
〞
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　
活
動
範
囲
は
市
外
に
も
。
自
然

と
共
生
す
る
町
づ
く
り
を
進
め
る

宮
城
県
大
崎
市
と
新
潟
県
佐
渡
市
、

栃
木
県
小お

山や
ま

市
、
豊
岡
市
が
東
京

大
学
で「
世
界
一
田た

め
に
な
る
学

校
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
企
業
も
生
き
も
の
調
査
の
機
会

な
ど
を
提
供
し
、
野
生
復
帰
の
取

組
み
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
豊
岡
の
田
ん
ぼ
に
は
、
国
内
外

の
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
環
境
学

習
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
学
習
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
道
徳
観
や
正
義
感
、

豊
か
な
発
想
や
命
を
大
切
に
思
う

心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
と
一
緒
に
田
ん
ぼ
に
帰
っ
て
き
た
子
ど
も
た

ち
。
田
ん
ぼ
を
中
心
と
し
た
豊
岡
の
湿
地
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
場
で

あ
る
と
同
時
に
、
い
つ
し
か
環
境
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
。
こ
の
壮
大

な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行
わ
れ
て
い
る
世
界
が
注
目
す
る
取
組
み
は
、
子
ど

も
た
ち
に「
命
」と
は
何
か
を
問
い
掛
け
て
い
ま
す
。

第２章

若者たちは野生復帰の未来を議論（第5回コウノトリ未来・国際かいぎ、平成26年
7月、市民会館）

子
ど
も
た
ち
が
変
わ
っ
た

̶
̶

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
が
世
界
へ
の
扉
を
開
く

先
　
輩
　
の
〝
今
〞

豊岡と世界の懸け橋に
　｢あ、コウノトリだ！｣
　その一声をきっかけに、児
童が一斉にベランダへ出ていきます。当時のコ
ウノトリは、授業も中断になるほどのヒーロー
で、私に新田プロジェクトEというかけがえの
ない経験を与えてくれました。
　あれから10年。豊岡の活動は、そこで育った
私に、自分たちの力で道は切り開いていけるん
だということを目に見える形で教えてくれてい
ました。
　海外生活を経て、改めて｢豊岡を守っていきた
い｣と強く実感。豊岡の未来に貢献できる力を養
いたいです。そして、自分と同じような経験をし、
同じような志を抱く子どもが世界中に増えてほ
しいです。豊岡の発展に携わり、その例を世界
に発信していく̶豊岡と世界との懸け橋になり
たいです。

岡田有加さん
おかだゆか

早稲田大学４回生

コウノトリの観察がきっかけで写真の道に
　小学校でコウノトリを観察するクラブに入部。
百合地での巣立ちを連日観察しました。
　コウノトリが放鳥され、そこで繁殖し巣立つ
ことが、これほど全国から注目されていること
に感動しました。
　コウノトリのように一度絶滅した生きものを、
再び自然に戻すことが世界でも例がないという
ことをあとで知り、改めて自分の生まれ育った
町が誇らしくなりました。
　現在は、小学生のときにコウノトリを観察す
るために手に取ったカメラがきっかけで、写真
を専門とする大学に通っています。
　今私がやりたいと思って進んでいる道はコウ
ノトリがいなければなかった
ことでした。
　また豊岡へ帰ったときはコ
ウノトリを撮りたいです。

細川大蔵さん
ほそかわたいぞう

東京工芸大学１回生
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コウノトリ育む農法を広めるために
　コウノトリ育む農法を広めるには、消費を増やせばいいと考
えた子どもたち。地元のコンビニエンスストアのおにぎりをコ
ウノトリ育むお米で作ってもらえないか、店長さんにお願いし
ました。残念ながら実現しませんでしたが、くじけない子ども
たち。次は、学校給食に使っ
てもらえないか、市長に直談
判に来ました。学校給食では、
平成21年度から週１回、平成
27年度からは週３回をコウノ
トリ育むお米にしています。
※週３回で、茶碗84万杯、水
田面積12.8ヘクタールに相当。

コウノトリKIDSクラブ
　子どものための活動サークル
で、生きもの調査や外来種駆除、
植物観察などさまざまな学習や
体験活動を行っています。

豊岡は県内で1番子育てがしやすい町！？
　豊岡市の｢合計特殊出生率｣は、県内29市12町の自
治体の中でトップになりました（平成22年）。｢赤ちゃ
んを運んでくる｣ともいわれるコウノトリ。コウノト
リが住みやすい町は、子育て世代も住みやすい！？
※合計特殊出生率…一人の女性が生涯、何人の子ど
もを生むのかを推計。５年に１度発表される。
　（豊岡市：1.94、兵庫県：1.41、全国：1.39）

〔写真：川に親しむつどい～川人大集合～〕

特集　命を育む町 豊岡
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植物観察

お米と心を東北に

東日本大震災でのお米の引き渡し
　学校でお米を作っている14小学校が集まり、メッセージカードと
お米を東北（南三陸町）に送ることに。子どもたちは、運送会社と運
賃を、袋詰め費用をJAと交渉。合計13万円の経費は、募金活動な
どで賄いました。

田んぼの未来を考察

田んぼの学校
　生きものとの触れ合いを通
して、身近な水田や水路、た
め池、里山などを遊びや学び
の場とする活動です。｢小川で
生きもの探し｣｢里山で落ち葉
集め｣などをします。

世界一田めになる学校
　各市の子どもたちは、フィ
ールドワークやワークショッ
プを通して、東京大学で田ん
ぼと自分たちの未来を考えま
した。

ENEOSわくわく生き物学校
　JX日鉱日石エネルギー（株）
の協賛のもと、未来を担う子ど
もたちに湿地や生物多様性の
仕組み、生きものなどに対する
正しい知識と環境保全活動の
体験の場を提供しています。水生生物調査

生きもの調査

市長に直談判

湿地に帰ってきた子どもたち
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豊
岡
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

の
取
組
み
は
、
世
界
で
も
類
を
見

な
い
壮
大
な
取
組
み
で
、
世
界
が

そ
の
成
果
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
は
、行
政
だ
け
で

進
め
て
き
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。生
産
者
や
団
体
、学
校
、企

業
、研
究
者
、市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。特
に
、環
境
行
動

の
持
続
に
必
要
な
の
が
、環
境
と

経
済
の
両
立
で
す
。本
市
は
、環
境

都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、た
く

さ
ん
の
生
き
も
の
と
人
が
一
緒
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、引
き
続
き
、コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
拡
大
や

湿
地
保
全
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
ぜ
、
豊
岡
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
の
取
組
み
が
進
ん
だ
の

で
し
ょ
う
か
。
野
生
復
帰
を
動
か

し
た
原
動
力
の
一
つ
が「
命
へ
の

共
感
」。
人
間
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
は

姿
形
は
違
い
ま
す
が
、
同
じ
命
で

す
。
そ
の
命
の
あ
ふ
れ
た
町
を
つ

く
り
た
い

̶

そ
の
情
熱
が
共
感
と

な
り
、
大
き
な
輪
と
な
り
、
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
自
然
や
文
化
を
守
り
、
育
て
、

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、
世
界
に
誇
れ
る
町
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

大
空
に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
豊
か
な
湿
地
の
再
生

も
進
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
世
界
に
目
を
向
け
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
を
通
し
て「
人
と
自
然
が

共
生
す
る
町
」の
先
進
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

最終章

あ
の
日
か
ら
10
年
、
こ
れ
か
ら
に
向
け
て

̶
̶「

命
へ
の
共
感
」を
感
じ
ら
れ
る
町
で
生
き
る

地域の生きもの調査を応援
　コウノトリ市民研究所は、人
と自然が共生できる地域を作
るために、市民や行政などと協力しながら、豊
岡盆地の生きもの調査をしています。
　また、子どもの環境教育のために、積極的に
自然の中で遊べる｢田んぼの学校｣を開催してい
ます。
　コウノトリ放鳥をきっかけに、それぞれの地
域で大人が子どもと一緒に生きもの調査をする
機会も増え、身近な生きものの生息状況が分か
ってきました。
　今年４月から、市立コウノトリ文化館の指定
管理を受けています。いろいろな生きもののこ
とを調べられるように、展示物や図鑑などを充
実させていますので、気楽に遊びに来てください。
　今後は、地域の生きもの調査を応援するとと
もに、情報発信を充実していきたいです。

上田尚志さん
うえだひさし

NPO法人コウノトリ市民研究所代表

環境と経済が共鳴
豊岡エコバレーの実現
　｢環境を良くする行動で経済が活性化する｣̶
環境と経済が共鳴する関係を｢環境経済｣と名付
けて、豊岡で広めています。狙いは三つです。
1　持続可能性
　環境を良くする行動を長続きさせるために
は、経済の裏打ちが最も有効です。
2　自立
　田舎の豊岡で経済活性化の可能性が残され
ている分野の一つが環境です。
3　誇り
　環境を壊すのではなく、良くする行動で、
私たちが経済を活性化できたら、それは私た
ちの誇りにつながります。誇りは町づくりの
エネルギーになります。
※太陽電池の製造で地球温暖化防止に貢献する
企業や木炭の製造で生きものいっぱいの里山
を守る企業などを｢環境経済事業認定｣してい
ます。
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国外でも放鳥（平成27年９月）
国外では初となるコウノトリの放鳥を
韓国禮山郡で実施。放鳥される８羽の
うち、２羽は県立コウノトリの郷公園
から贈られたコウノトリの２世です。
詳細は14ページに掲載

国連の会議などで紹介（平成22年９月～）
豊岡の環境経済の取組みなどが先進事
例として掲載（｢生態系と生物多様性の
経済学（T

テ ィ ー ブ

EEB）｣、｢Satoyama｣など）

県外でも放鳥（平成27年７月）
豊岡から始まった取組みが県外の自治
体でも具体化。県外では初となるコウ
ノトリの放鳥を千葉県野田市が実施。
福井県越前市でも10月に放鳥予定

ミラノ万博（平成27年５～10月）
テーマは農業と食料。日本館では日本
の農業の理想的な姿にコウノトリ育む
農法を紹介！　詳細は10ページに掲載

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
野
外
で
生
息
し
て
い
く
た
め
に
は

餌
と
な
る
生
き
も
の
に
あ
ふ
れ
た「
豊
か
な
自
然
」と

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
近
く
に
い
て
素
敵
だ
と
思
え
る

「
お
お
ら
か
な
文
化
」が
人
間
の
側
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
よ
う
な
豊
か
な
環
境

す
な
わ
ち
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
豊
か
な
文
化
環
境
を

も
う
一
度
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
然
と
つ
な
が
り
、
文
化
と
つ
な
が
り
、
人
と
つ
な
が
る
町
・
豊
岡
。

つ
な
が
り
は
役
割
を
生
み
、
他
者
か
ら
の
期
待
と
な
り

私
た
ち
の
誇
り
や
生
き
が
い
を
育
み
ま
す
。

世
界
中
に
は
、
魅
力
あ
る
町
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。

豊
岡
に
は
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
は

「
豊
岡
で
い
い
の
だ
。
こ
の
地
で
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
。

こ
の
地
で
世
界
と
直
接
結
ば
れ
て
い
く
ん
だ
」と
思
っ
て
ほ
し
い
。

私
た
ち
は
、
そ
ん
な
町
を
守
り
、
育
て
、
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。

特集　命を育む町 豊岡

コウノトリをシンボルとした豊岡の取組みが日本中に、そして世界に羽ばたく
世界の人々に尊重され尊敬される ｢小さな世界都市｣ へ

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
豊
か
な
環
境

た
く
さ
ん
の
命
が
共
生
で
き
る
町
で
生
き
る

9　 広報とよおか 2015（平成27）年10月号
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5
〜
10
月
の
6
カ
月
間
、
イ
タ

リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
、
ミ
ラ
ノ
国

際
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は「
地
球
に
食
料
を
、

生
命
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」。
約

1
5
0
の
国
・
地
域
・
機
関
が
参

加
し
、
日
本
館
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
メ
ー
ン
展
示
で
大
き
く
紹
介
さ

ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
で
豊
岡
を
P
R

日
本
館
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
お
米
は
全
て
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
に

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
機
会
に
、
兵
庫

県
出
展
事
業（
7
月
16
〜
19
日
・

日
本
館
）の
一
つ
と
し
て
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
お
米
や
豊
岡
の
観
光

P
R
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
農
林
水
産
課

　
☎
23

－

1
1
2
7

ひ
ょ
う
ご
プ
レ
ミ
ア
ム

　
　
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン（
県
主
催
）

　
イ
タ
リ
ア
国
内
の
流
通
や
メ
デ

ィ
ア
、
飲
食
関
係
者
等
に
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
お
米
や
関
連
商
品
の

P
R
を
行
い
ま
し
た
。

▼
日
に
ち
　
7
月
17
日

▼
場
所
　
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ピ
イ
レ

ッ
リ
　
31
階（
ミ
ラ
ノ
市
）

▼
来
場
者
数
　
約
2
0
0
人

　
日
本
館
の
全
て
の
レ
ス
ト
ラ

ン
と
フ
ー
ド
コ
ー
ト（
飲
食
店
コ

ー
ナ
ー
）7
店
舗
で
は
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
お
米（
減
農
薬
）が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す（
24
・
5
ト
ン
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
P
R

　
現
地
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
を
使

っ
た「
お
に
ぎ
り
づ
く
り
体
験
」を

視
察
。
市
長
か
ら
、
豊
岡
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

▼
日
に
ち
　
7
月
16
日

▼
場
所
　
株
式
会
社
ピ
ー
ス
キ
ッ

チ
ン
ミ
ラ
ノ
店（
ミ
ラ
ノ
市
）

▼
内
容
　
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

　「P

ピ
ー
ス

eace F

フ
ー
ド

ood S

ス
ト
ー
リ
ー
ズ

tories

」の
視

察
な
ど

▼
参
加
者
　
現
地
在
住
者
9
人

約
20
万
人
分
に
相
当
）。

　
今
後
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お

米
の
認
知
度
を
さ
ら
に
高
め
、
海

外
販
売
を
検
討
し
、
一
層
の
価
値

向
上
を
図
り
ま
す
。

豊
岡
市
・
J
A
た
じ
ま
出
展

　
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
と
共
同

出
展
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
や
そ

の
背
景
に
あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
に
つ
い
て
、
映
像
を
交
え
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
城
崎
温
泉

西
村
屋
の
高
橋
総
料
理
長
が
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
お
米
に
但
馬
牛
や
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
を
加
え
た
和
風
リ
ゾ
ッ

ト
を
調
理
。
来
場
者
に
振
る
舞
い
、

と
て
も
好
評
で
し
た
。

　
ま
た
、
兵
庫
県
が
作
成
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
、
城
崎
温

泉
や
出
石
城
下
町
な
ど
、
豊
岡
の

特
徴
的
な
観
光
資
源
を
紹
介
し
ま

し
た
。

▼
日
に
ち
　
7
月
16
日

▼
場
所
　
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
日

　
本
館
　
2
階
　
イ
ベ
ン
ト
広
場

●コウノトリ育むお米の和風リゾット
に、約400人の来場者は大満足

●コウノトリの野生復帰
の取組みを紹介する中
貝市長

●おにぎりから日本の食文化や豊
岡の取組みを学習

●取材を受ける中貝市長

●和風だしの取り方を実演する高橋総
料理長

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
認
知
度
を
高
め

輸
出
を
検
討
し
ま
す

●コウノトリ育む
お米や関連商品
を紹介
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ア
カ
ト
ン
ボ
を
探
し
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

市
内
全
域
で
の
ア
カ
ト
ン
ボ
調
査

を
行
い
ま
す
。
家
の
周
り
の
ア
カ

ト
ン
ボ
を
探
し
ま
せ
ん
か
？

▼
調
査
期
間
　
10
月
1
日（
木
）〜

31
日（
土
）

▼
調
査
方
法

①
調
査
票
の
受
取
り

②
ア
カ
ト
ン
ボ
を
探
し
、
調
査
票

に
記
入

③
11
月
6
日（
金
）ま
で
に
提
出

※
調
査
票
の
受
取
り
と
提
出
先
は

各
地
区
公
民
館
ま
た
は
コ
ウ
ノ

ト
リ
共
生
課

※
調
査
票
は
、
小
学
校
区
ご
と
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
希
望
校
区

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　
☎
21

－

9
0
1
7

　市では、ホタルやアカトンボなどの市民生物調査を
今後も続けます。誰でも参加できる生物調査を通じて、
身近な自然を感じてみませんか。

調査期間：６月５日～７月12日
調査箇所：130カ所
報告件数：50件

■　ゲンジボタル
●　ヘイケボタル
▲　ゲンジボタル・ヘイケボタル
　　不明
　　確認できなかった

平成27年ホタル調査の結果
こっちの水が甘～いぞ♪ 《問合せ》コウノトリ共生課☎21－9017

コウノトリ市民研究所
｢田んぼの学校｣を開催
▼日　時　10月18日（日）
　　　　　午前９時30分～
▼場　所　コウノトリ文化館
▼内　容　田んぼや池でアカ

トンボ探し
▼参加費　100円
《問合せ》コウノトリ文化館
　☎23－7750

《ホタル生息調査の結果》

 

ア
カ
ト
ン
ボ
を
知
ろ
う
！

天候との関連性の報告
▼雨上がりにホタルがたくさん
　飛んでいるということが分かった。
経年変化の報告
▼昨年あまり見られなかった場所で数多く見られた。
▼以前多く見られた場所に自動販売機の明かりがつ
き、今年はあまり見られなかった。

感想
▼近所でホタルが見られることが分かりうれしい。
▼親子で楽しみながら調査できた。　　　　　など

参加者の声



歩キングの取組み
▽歩キングデー　｢火｣という字が人の歩く姿に似
ていることから、毎週火曜日を｢歩キングデー｣
に設定し推進しています。火曜日は、いつもよ
り少し歩くことを意識してみましょう。

▽歩キングコース　市内には12の｢歩キング（ウォ
ーキング）コース｣があります。マップは、市ホ
ームページからダウンロードできます。マップ
片手に、秋を感じながら歩いてみましょう。

▽Let's　歩キング　歩くことによる健康づくりの
ムードを高めるため、テーマソングを作成。市
ホームページで聴けます。また、地域や職場、
学校など、テーマソングを放送してもらえると
ころには、CDを無償配布しています。

▽歩キング体操・歩キングダンス　軽快なテー
マソングに合わせて、体操やダンスを踊りま
す。市ホームページで見られます。

職場対抗“歩キング選手権”がスタート ！
　市内の事業所などが５人１チームで参加し、
市が貸与する歩数計で10月の合計歩数を競いま
す。途中経過も公表しながら、ゲーム感覚で運
動習慣と豪華賞品をゲット！
※30ページ｢募集コ
ーナー｣に関連記
事を掲載

大阪産業大学

教授 佐
さ

藤
と う

 真
し ん

治
じ

 さん
｢みんなで歩こう｣を
　　　　　　呼び掛けよう

10月は歩キング推進月間

　楽しく気軽に歩
あ る

キング《問合せ》 健康増進課 ☎21－9095

くことの大切さは誰もが知
っています。でも、実際に

歩いている人は減っているそうです。残念ながら
｢分かっていても、できない｣人には、歩くことの大
切さを訴えるだけでは、メッセージは届きません。
　我々は、最近｢歩かない｣ことで起こる深刻な
影響は個人にとどまらず、その人を取り巻く人の
つながりや地域に及ぶこと、｢歩く｣ことは他者や
地域に働き掛ける“共に生きる能力”であること
を事有るごとにお伝えしています。
　まち全体の人々が楽しそうに歩くことを夢見て
｢みんなで歩こう｣と、お声を掛け合っていただく
ことを期待しています。

劇団｢歩く人。｣　出石永楽館で公演
▼日時　10月17日（土）午後２時～
▼場所　出石永楽館
▼内容　劇団｢歩く人。｣による舞台公演・講演会、

出演者によるトークショー　など
▼出演　野村宏伸（俳優）、河合美智子（女優）、

大西一平、土井龍雄、佐藤真治
▼料金　1,500円（当日、永楽館にてチケット販売）

長
寿
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導

　

大
阪
産
業
大
学
教
授
の
佐
藤
真

治
さ
ん
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
を

し
ま
し
た
。

 

参
加
者
の
感
想

▽
今
ま
で
歩
く
姿
勢
を
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
。

▽
さ
っ
そ
く
活
用
で
き
る
。

基
調
講
演
・
筋
ト
レ
指
導

　

熊
本
大
学
教
授
の
都つ
づ
く竹
茂
樹
さ

ん
が
運
動
継
続
の
必
要
性
の
話

と
、
ス
ロ
ー
筋
ト
レ
の
実
技
指
導

を
し
ま
し
た
。

 

参
加
者
の
感
想

▽
筋
ト
レ
の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り

や
す
か
っ
た
。

▽
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
が
分

か
っ
た
。

石坪奈奈美さん
プチファイト
（後：但東地域）

　自宅を会場
に、気軽に集っ

ていただいています。小さな
区から、元気を広めていきた
いと思っています。

冨森幸男さん
森
しんぼくかい

睦会
（森本：竹野地域）

　体操を頑張っ
ています。ほか
にも、脳トレや、音楽の先生
のOBを呼んで、歌を歌った
りしています。

実 践 区 の 発 表

歩

新企画❶ 新企画❷
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7
月
23
日
、
本
庁
舎
で
玄
さ
ん

元
気
教
室
実
施
団
体
の
交
流
会
を

開
催
。25
団
体
・
53
人
が
参
加
し
、

楽
し
く
健
康
づ
く
り
の
ム
ー
ド
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
21
–
9
0
9
5

玄
さ
ん
元
気
教
室
大
交
流
会
開
催

玄
さ
ん
元
気
教
室
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
！

▲交流会参加者



　

地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
今

年
4
月
か
ら
地
域
資
源
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
の
検
討
・
取
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
7
月
31
日
、

各
地
域
で
の
活
動
の
中
間
報
告
会

を
開
催
。
市
民
や
市
議
会
議
員
ら

約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

 《
問
合
せ
》
大
交
流
課

　

☎
21
–
9
0
1
6

食
と
カ
バ
ン
の
ア
ル
チ
ザ
ン
構
想

　
　
　

星
野
新
治
さ
ん
・

　
　
　

中
原
大
輔
さ
ん（
ノ
オ
ト
）

　

駅
通
商
店
街
や
あ
お
ぞ
ら
市

場
、
ふ
れ
あ
い
公
設
市
場
を
中
心

と
し
た
地
域
を「
食
の
ア
ル
チ
ザ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
」と
し
、
カ
バ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
や
カ
バ
ン
ア
ル
チ
ザ

ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
と
連
携
を
図
る
。

空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
を
生
み
出
し
、
活
性
化
を
目
指

す
。

　

今
後
、
空
き
家
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
、

地
域
の
方
々
と
課
題
な
ど
を
共
有

し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

な
ど
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

こ
ん
な
城
崎
、
な
っ
た
ら
い
い
な

幅は
ば　

允よ
し
た
か孝
さ
ん（
バ
ッ
ハ
）

　

観
光
客
の
滞
留
時
間
を
よ
り
長

く
す
る
た
め
、
2
日
目
午
後
以
降

の
城
崎
を
充
実
さ
せ
る
。
例
え
ば

①
文
芸
館
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実

す
る
②
い
つ
で
も
買
い
物
が
楽
し

め
る（
無
人
）マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ

ス
を
つ
く
る
③
文
芸
館
通
り
に
に

ぎ
わ
い
を
つ
く
る
④
旧
御
所
の
湯

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す

る
̶
な
ど
。

　

今
回
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒

に
仕
事
を
し
て
、
私
が
ず
っ
と
残

せ
る
足
跡
は
、
人
を
育
て
る
こ
と

だ
と
感
じ
た
。
人
と
人
を
つ
な
い

で
自
分
た
ち
で
仕
事
が
で
き
る
と

い
う
実
感
を
生
み
、
育
て
て
い
く

こ
と
が
大
切
。

観
光
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

臼
井
冬
彦
さ
ん

　

観
光
開
発
は
目
的
で
は
な
く
、

地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
利
用
す

べ
き
。
観
光
事
業
者
だ
け
で
な

く
、
住
民
も
参
加
し
、
よ
り
広
い

意
味
で
の
観
光
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
を

起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運

営
会
議
、地
域
と
の
意
見
交
換
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
て

き
た
。

　

今
後
、
地
域
の
自
然
資
源
な
ど

を
ま
と
め
た
暦
の
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
の
運
営
会
議
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
生な
り
わ
い業
づ
く
り
の
た
め
の

住
民
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
く
。

自
然
資
本
を
活
用
し
た
心
豊
か
な

暮
ら
し　
　
　
　

岡
田
宏
一
さ
ん

　

私
は
稲
葉
区
に
移
住
し
、
古
民

家
に
住
ん
で
い
る
。私
の
役
割
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
基
盤
整
備

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
・
支
援
な
ど
で
あ
る
。
4
カ

月
間
で
2
0
0
人
を
超
え
る
日
高

の
方
々
と
話
し
①
地
域
資
源
の
住

民
と
の
見
え
方
の
違
い
②
地
区
を

越
え
て
交
わ
る「
場
」づ
く
り
③
地

域
の
女
性
・
若
者
な
ど
の
地
域
づ

く
り
へ
の
参
画
̶
な
ど
の
課
題
・

活
動
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た
。

　

今
後
、
豊
か
な
自
然
資
本
を
活

用
し
た
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
提
案

し
て
い
き
た
い
。

活
性
化
計
画「
い
ず
し
の
み
ら
い
」

大お
お
こ
そ社　

充み
つ
る

さ
ん（
N
P
O
グ
ロ

　
　
　

 

ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

現
在
、
シ
ナ
リ
オ
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
と
い
う
手
法
で
計
画
策
定
を

進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
民
の

主
体
的
参
加
と
学
び
に
基
づ
く
ビ

ジ
ョ
ン
づ
く
り
や
実
効
性
の
あ
る

実
施
計
画
づ
く
り
等
を
目
指
す
も

の
で
、
出
石
の
方
々
と「
食
・
農

業
」、「
製
造
業
・
建
設
業
」、「
寺
・

神
社
・
城
」、「
空
き
家
・
古
民

家
」、「
経
済
・
観
光
」な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
に
起
こ
っ
た
こ
と

や
定
量
デ
ー
タ
な
ど
を
徹
底
的
に

振
り
返
り
、
起
こ
り
う
る
未
来
の

シ
ナ
リ
オ
を
作
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
住
民
に
発
表
し
、
実
施

計
画
に
ま
と
め
て
い
く
。

紅
の
国
・
但
東

金き
ん

野の

幸
雄
さ
ん（
ノ
オ
ト
）

　

こ
れ
ま
で
3
地
区
で
意
見
交
換

会
を
開
催
し「
子
育
て
世
代
に
住

ん
で
ほ
し
い
」、「
自
分
達
の
暮
ら

し
を
豊
か
に
す
る
こ
と
も
大
切
」

な
ど
の
意
見
が
出
た
。
今
の
小
学

生
の
人
数
を
維
持
す
る
に
は
、
各

地
区
で
モ
デ
ル
家
族（
注
）を
毎
年

1
組
増
や
せ
ば
い
い
。難
し
い
が
、

無
理
で
は
な
い
。

　

今
後
、「
人
の
行
き
交
い
」の
た

め
の「
滞
在
」を
創
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
但
東
に
住

む
だ
け
で
な
く
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
空
き
家
を
活
用
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
、
地
域
の
活

力
を
創
る
こ
と
で
あ
る
。

（
注
）…
モ
デ
ル
家
族
：
夫
36
歳
、

　

妻
34
歳
、
子
6
歳
、
子
4
歳（
徳

　

島
県
神
山
町
の
例
）

地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
中
間
報
告
会
を
開
催

こ
れ
ま
で
の
活
動
と
今
後
の
方
向
性
を
報
告

▲報告会の様子

→
詳
し
い

内
容
は
こ
ち
ら

豊
岡
地
域

城
崎
地
域

竹
野
地
域

日
高
地
域

出
石
地
域

但
東
地
域
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人
）に
給
与
を
与
え
る
こ
と
を
代
官

た
ち
に
命
じ
る
な
ど
、
農
村
復
興

策
や
有
力
農
民
の
取
り
込
み
を
図

ろ
う
と
す
る
新
た
な
秀
久
像
が
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

行
動
」を
と
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

沿
岸
部
の
区
で
は
津
波
避
難
訓
練
、

そ
の
他
の
区
は
、
隣
保
単
位
で
集

ま
れ
る
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
訓

練
や
安
否
確
認
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

港
中
学
校
で
行
っ
た
震
災
総
合

防
災
訓
練
で
は
、
市
の
ほ
か
国
や

県
、
各
種
団
体
な
ど
25
団
体
、
約

5
0
0
人
が
参
加
。
消
火
訓
練
、

倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
の
負
傷
者
の

救
出
、
炊
き
出
し
な
ど
30
以
上
の

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
然
の
力
は
圧
倒
的
に
大
き
く
、

私
た
ち
の
力
は
小
さ
い
も
の
で
す
。

震
災
時
は
団
結
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
訓
練
は
、
そ
の

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

生
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
市
長

が
、
本
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

　

8
月
30
日
、
本
市
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
北
但
大
震
災
を

「
決
し
て
忘
れ
ず
、
生
か
し
、
備

え
る
」た
め
、
市
民
総
参
加
訓
練

と
震
災
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
震
度
6
強
の
大
地
震

が
発
生
し
、
多
数
の
家
屋
が
倒
壊

し
火
災
も
発
生
。
沿
岸
部
で
は
津

波
の
恐
れ
も
あ
る
と
い
う
被
害
状

況
を
想
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
初
め
て
行
っ
た
市
民
総

参
加
訓
練
で
は
、
市
内
の
7
割
以

上
の
区
が
参
加
。
防
災
行
政
無
線

放
送
を
合
図
に
市
民
約
3
万
1
千

人
が
、
各
家
庭
で
低
い
姿
勢
を
と

り
、
机
の
下
や
腕
で
頭
を
守
り
、

1
分
間
は
動
か
な
い「
安
全
確
保

▲国際フォーラム
で市長が講演

▲南但消防本部、美方広域消
防本部、本市消防本部との
合同による高所救出訓練

〜
北
但
大
震
災
90
年
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
〜

市
民
総
参
加
訓
練
･
震
災
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

〜
韓
国
で
初
放
鳥「
国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り
」〜

コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
式
典
等
に
参
加

〜
ゴ
ン
ベ
エ
さ
ん
か
ら
、4
0
0
年
前
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

仙せ

ん

ご

く

ひ

で

ひ

さ

石
秀
久（
通
称 

権ご

ん

べ

え

兵
衛
）の
新
史
料
発
見

【
8
月
】

17
日
・
経
営
方
針
会
議

19
日
・
豊
岡
稽
古
堂
塾

20
日
・
中
学
校
生
徒
会
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

24
日
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教

育
推
進
事
業
教
職
員
研

修
会

　
　

・
学
校
整
備
審
議
会

25
日
・
地
域
公
共
交
通
会
議

27
日
・
地
方
創
生
戦
略
会
議

28
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

9
月
29
日
）

　
　

・
移
住
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「T
O
Y
O
O
CO
M
E

（
ト
ヨ

オ
カ
ム
）！
」ヒ
ア
リ
ン

グ
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
開
催

〔
東
京
・
9
月
4
日（
京

都
）〕

30
日
・
市
民
総
参
加
訓
練
お
よ
び

震
災
総
合
防
災
訓
練

31
日
・「
永
楽
館
歌
舞
伎
公
演
」製

作
懇
親
会（
大
阪
市
）

　
　

・
市
公
営
企
業
審
議
会

【
9
月
】

2
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
式
典

お
よ
び
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加（
韓
国
）（
〜
3

日
）

6
日
・「
神
鍋
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
」入

館
者
10
万
人
達
成
記
念

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

9
月
3
日
、
韓
国
禮イ
エ

山サ
ン

郡
で
行

わ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
式
典

と
、そ
の
前
日
に
開
催
さ
れ
た「
朝

鮮
半
島
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
全
の
た
め

の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
中
貝
市

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

野
生
復
帰
を
目
指
し
て
放
鳥
さ

れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
豊
岡
の
子

孫
2
羽
を
含
む
8
羽
。
韓
国
で
も

本
市
と
同
じ
く
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共

　

戦
国
時
代
の
武
将
で
、
出
石

藩
仙
石
家
の
藩
祖
、
仙
石
秀
久

･
通
称
権
兵
衛（
1
5
5
1
〜

1
6
1
4
年
）の
新
史
料
が
、
出

石
町
の
旧
家
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
秀
久
の
人
物
像
は
、

圧
政
に
よ
り
領
民
を
苦
し
め
、
領

民
の
抵
抗
に
対
し
て
は
強
圧
的
で
、

逃
亡
し
た
農
民
の
人
返
し
な
ど
の

農
村
復
興
政
策
は
、
次
代
の
忠た
だ
ま
さ政

が
始
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
発
見
さ
れ
た
慶
長
15

（
1
6
1
0
）年
と
同
16
年
の
2
通

の
黒
印
状
で
は
、
農
民
の
帰
還
や

年
貢
の
猶
予
、
ま
た
肝き
も
い
り煎（

村
役

▲慶長15年10月19日、仙石秀久が年
貢の一部を猶予するよう命じた黒
印状
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以
上
が
宿
泊
し
た
城
崎
地
域
で

は
、国（
地
域
）別
の
宿
泊
者
数
も

調
査
。最
も
多
か
っ
た
の
は
中
国

（
2
5
8
7
人
）で
、前
年
同
期

比
で
5
･
2
倍
に
伸
び
ま
し
た

〔
以
下
、宿
泊
者
の
多
い
順
。台
湾

（
1
6
9
6
人
）、香
港（
1
3
0
0

人
）、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
8
7
0

人
）、米
国（
8
4
5
人
）、タ
イ

（
8
2
3
人
）、韓
国（
8
0
8
人
）

ほ
か
〕。

　

本
市
が
、誘
客
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
い
る
欧
州
で
は
、フ

ラ
ン
ス
が
前
年
同
期
比
2
･
7

　

箱
の
扉
が
開
き
最
初
の
1
羽
が

飛
び
出
す
と
、
人
々
の
ど
よ
め
き

が
上
が
り
ま
し
た
。
韓
国
の
空
に

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

9
月
3
日
、
禮イ
エ
サ
ン山
郡
で
8
羽
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
放
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
2
羽
は
、
豊
岡
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
か
ら
贈
ら
れ
た

鳥
の
二
世
で
す
。

　

韓
国
の
野
生
最
後
の
1
羽
が
捕

獲
さ
れ
、
野
外
で
姿
を
消
し
た
の

が
1
9
8
3
年
。
以
来
、
豊
岡
と

同
様
、
韓
国
教
員
大
学
を
中
心
に
、

再
生
へ
の
様
々
な
努
力
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
が
終
わ
り
、
い
ざ

放
鳥
場
所
へ
と
移
動
を
始
め
た
と

き「
ト
ヨ
オ
カ
、
ナ
カ
ガ
イ
」と
い

う
放
送
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
通
訳

の
キ
ム
･
フ
ァ
ン
さ
ん
に「
何
？
」

「
中
貝
市
長
に
も
放
鳥
し
て
も
ら

う
と
言
っ
て
い
ま
す
！
」「
何
も
聞

い
て
い
な
い
よ
！
」

　

1
羽
目
。
低
空
飛
行
を
し
た
後
、

目
の
前
の
湿
地
に
ぽ
ち
ゃ
ん
と
降

り
ま
し
た
。
2
羽
目
も
ぽ
ち
ゃ
ん
。

ぼ
く
は
3
羽
目
。
韓
国
文
化
財
庁

長
官
と
一
緒
で
す
。
さ
す
が
で
す
。

グ
ン
グ
ン
と
舞
い
上
が
り
、
旋
回

し
ま
し
た
。「
な
ん
て
っ
た
っ
て
放

鳥
は
2
回
目
。
ぼ
く
は
世
界
最
多

の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
か
ら
」

　

禮
山
郡
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
公
園
は
、

豊
岡
の
郷
公
園
を
お
手
本
に
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

は
豊
岡
に
関
す
る
展
示
が
至
る
所

に
あ
り
ま
し
た
。
放
鳥
の
写
真
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
作
付
面

積
の
推
移
、
価
格
の
推
移
、
中
干

し
延
期
、
水
田
魚
道
。
東
ア
ジ
ア

の
地
図
に
は「
豊
岡
、
2
0
0
5

年
世
界
で
初
め
て
再
導
入
」と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
の
人
々
の

豊
岡
へ
の
敬
意
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

昨
年
、
韓
国
慶キ

ョ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド

尚
南
道
に

渡
っ
た
出
石
生
ま
れ
の
鳥
の
軌

跡
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「N
A
GA
T
O

（
長
門
）」経
由
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
安

倍
総
理
大
臣
の
地
元
で
す
。
そ
の

こ
と
を
韓
国
の
関
係
者
は
知
っ
て

い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

午
前
中
の
バ
ス
で
郡
の
ガ
イ
ド

役
の
言
葉
。「
昨
日
の
国
際
シ
ン
ポ

で
豊
岡
市
長
が
と
て
も
感
じ
い
い

と
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
」「
や
っ

た
ぜ
！
」バ
ス
の
中
で
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
を
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
、
韓
国
の
空
へ 95

　

昨
年
、本
市
を
訪
れ
た
観
光
客

と
、今
年
の
上
半
期（
1
〜
6
月
）

に
本
市
に
宿
泊
し
た
外
国
人
数
を
、

観
光
協
会
や
旅
館
組
合
の
協
力
を

得
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
の
本
市
全
体
の
観
光

客
数
は
、4
4
7
万
9
千
人
。平
成

25
年
よ
り
16
万
3
千
人
多
く
、2

年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

外
国
人
宿
泊
者
数
は
、平
成
27

年
の
上
半
期
が
1
万
4
2
8
2
人
。

平
成
26
年
の
同
期
の
2
･
1
倍
に

増
加
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
宿
泊
者
う
ち
の
9
割

　

国
の
文
化
審
議
会
は
、
城
崎
温

泉
街
の
橋
梁
群
や
旅
館
な
ど
、
13

件
を
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申

し
ま
し
た
。

　

答
申
さ
れ
た
文
化
財
の
う
ち
橋

梁
群（
大
谿
川
に
架
か
る
王
橋
･

愛あ
た
ご宕
橋
･
柳
湯
橋
･
桃
島
橋
･

辨べ
ん
て
ん天

橋
）は
、
本
市
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
北
但
大
震
災
後

の
復
興
事
業
の
一
環
と
し
て
、
い

〜
国
登
録
有
形
文
化
財
答
申
〜

城
崎
温
泉
街
の
大お

お

谿た
に

川
に
架
か
る
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

な
ど
13
件

〜
観
光
客
は
2
年
連
続
増
加
、外
国
人
宿
泊
者
は
倍
増
〜

観
光
客
と
外
国
人
宿
泊
者
の
実
態
調
査
を
実
施▲上半期（1～6月）の外国人宿泊者数の比較

ず
れ
も
昭
和
初
期
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
の
親お

や

柱ば
し
ら

に
灯
籠
を
飾
る
な
ど
、

温
泉
街
の
柳
並
木
と
調
和
し
、
湯

治
場
ら
し
い
雰
囲
気
や
景
観
を
つ

く
り
だ
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
官
報
告
示
を
も
っ
て
、

正
式
に
登
録
有
形
文
化
財（
文
化

財
建
造
物
）と
し
て
登
録
さ
れ
ま

す
。

倍（
7
6
5
人
）、英
国
が
2
倍

（
5
2
9
人
）に
伸
び
て
い
ま
す
。

《答申された》文化財

城崎温泉街の橋梁群
 　　　　　　　5件
旧城崎郵便局　 1件
小林屋旅館　　 1件
西村屋本館　　 3件
新かめや本館　 1件
温泉寺薬師堂　 1件
極楽寺本堂　　 1件

大谿川にかかる
愛宕橋
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市
政
の
動
き

　  

９
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

8
月
28
日
、
平
成
27
年
第
3
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
①
千
葉
県
野
田
市
･
韓

国
禮イ
エ
サ
ン山
郡
･
福
井
県
越
前
市
で
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥
②
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム（
韓
国
）で
の
本
市
の
取
組

み
に
つい
て
の
講
演
③
昨
年
韓
国
に

渡
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
写
真
展
の
開

催
―
な
ど
を
報
告
し
た
後
、
当
面

す
る
市
政
の
諸
課
題
な
ら
び
に
提

出
議
案
の
主
な
も
の
を
説
明
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
豊
岡
市
支
え
合
いサ

ー
ビ
ス
事
業

　

改
正
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、

要
支
援
認
定
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を「
介
護
予
防
･
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」に
順
次
移
行
し
ま
す
。

　

今
後
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の

団
体
と
地
域
住
民
が
連
携
、
協
働

し
て
、
軽
易
な
介
護
予
防
･
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る「
支
え

合
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
」を
実
施
し
ま

す
。
受
託
団
体
を
募
集
し
、
支
え

合
い
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
4
団
体

（
6
地
区
）、
支
え
合
い
通
所
介

護
は
5
団
体（
5
地
区
）を
選
定
し

ま
し
た
。

　

事
業
の
開
始
時
期
は
、
10
月
ま

た
は
来
年
の
1
月
を
予
定
。
応
募

の
な
か
っ
た
地
区
で
は
、
引
き
続
き

募
集
を
行
い
ま
す
。

○
豊
岡
市
地
域
密
着
型　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
公
募
結
果

　

第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
来
年
度
に
は
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
事
業

者
を
公
募
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
小
規
模
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
社
会
福
祉
法

人
徳
和
会（
新
温
泉
町
）、
日
高
圏

域
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
は
、一般
社
団
法
人
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ザ
イ
ン
リ
ガ
レ
ッ
セ（
日
高
町

野
）を
指
定
候
補
事
業
者
に
選
定

し
ま
し
た
。

　

但
東
圏
域
の
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
所
は
応
募
が
な

か
っ
た
た
め
、
再
度
公
募
し
ま
す
。

○
豊
岡
斎
場
の
改
修

　

老
朽
化
に
伴
い
、
豊
岡
斎
場
の

火
葬
炉
部
分
を
全
面
改
修
し
ま

す
。

　

工
事
期
間
は
、
来
年
度
か
ら
2

年
間
で
、
6
炉
あ
る
火
葬
炉
を
2

炉
ず
つ
工
事
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
1
炉
を
1
日
に

2
回
使
用
す
る
た
め
、
火
葬
時
間

の
予
約
制
を
導
入
し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
の
稼
動
に

　

伴
う
家
庭
ご
み
収
集
分
別
区
分

の
見
直
し

　
来
年
4
月
の
新
施
設
の
稼
働
に
合

わ
せ
、
家
庭
ご
み
収
集
分
別
区
分

を
現
行
の
6
分
別
か
ら
、
蛍
光
管

･
乾
電
池
･
粗
大
ご
み
の
3
分
別
を

加
え
た
9
分
別
に
変
更
し
ま
す
。

○
竹
貫
地
場
ソ
ー
ラ
ー
第
2
期

　

発
電
事
業
に
お
け
る
設
備
認
定

の
失
効

　

竹
貫
地
場
ソ
ー
ラ
ー
第
2
期
発

電
事
業
は
、
平
成
26
年
度
の
売
電

単
価
に
基
づ
き
手
続
き
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
期
限
内
に
国
への
申

請
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
当
た
り
の
売
電
単
価
が
5
円

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
う
収
入
減
は
、
事
務

委
託
し
て
い
る
会
社
が
市
に
支
払

う
こ
と
で
合
意
し
て
い
ま
す
が
、
市

が
チ
ェッ
ク
を
行
って
い
れ
ば
防
げ
た

事
態
で
す
。

　

議
員
な
ら
び
に
市
民
の
み
な
さ

ん
に
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま

す
。
今
後
は
進
行
管
理
を
徹
底
し

再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道
使
用
料
の
改
定

　

来
年
度
か
ら
企
業
債
の
元
本
返

済
金
が
不
足
す
る
見
込
み
の
た
め
、

下
水
道
事
業
会
計
への
一
般
会
計
繰

出
金
の
考
え
方
を
見
直
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
繰
出
金
は
、
総
務
省

が
定
め
る一般
会
計
の
繰
出
基
準
の

中
で
、
具
体
的
な
算
定
方
法
を
自

治
体
の
判
断
に
委
ね
て
い
る
も
の

は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
に
準
拠

し
た
算
定
方
法
を
検
討
し
、
そ
の

方
法
で
算
定
し
て
も
な
お
不
足
す

る
分
は
使
用
料
の
負
担
と
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
財
政
計
画
に
準

拠
し
た
算
定
額
と
、
繰
出
金
の
財

源
の
う
ち
市
で
担
保
さ
れ
て
い
る
額

と
の
不
足
分
を
、
一
般
会
計
と
下

水
道
使
用
料
の
折
半
に
よ
る
負
担

と
し
ま
す
。

　

今
後
、
見
直
し
後
の
基
準
に
よ

る
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
公
営
企
業
審
議
会
で
使
用
料

改
定
に
向
け
て
審
議
を
し
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
高
め
る
ま
ち

○
海
外
戦
略

　

今
年
上
半
期
に
本
市
内
に
宿

泊
し
た
外
国
人
旅
行
者
数
は

1
万
4
2
8
2
人
で
、
前
年
同

期
の
2
･
1
倍
に
増
加
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
の
92
･
1
％
が
宿

泊
し
た
城
崎
地
域
で
は
、
前
年
同

期
と
比
較
し
て
中
国
が
5
･
2
倍

（
2
5
8
7
人
）、
ベ
ト
ナ
ム
が

3
･
3
倍
、
本
市
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市

場
と
し
て
い
る
ヨ
ー
ロッパで
も
フ
ラ
ン

ス
が
2
･
7
倍
、
英
国
が
2
･
0

倍
と
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
に
開
催
さ
れ
る
世

界
最
大
規
模
の
旅
行
博
W
T
M

（
英
国
）に
、
3
年
連
続
で
出
展
し

ま
す
。
今
年
は
、
神
戸
国
際
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
大
阪
観
光

局
と
共
同
出
展
し
ま
す
。

○
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ「
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
恵
み
豊
岡
」（
東
京
･
有
楽
町
）

は
、
開
設
か
ら
4
年
目
の
総
売
上

高
が
、
前
年
よ
り
7
･
5
％
増

加
し
、
購
入
者
数
も
前
年
よ
り

8
･
1
％
増
加
し
ま
し
た
。

○
ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
陰
海
岸

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

9
月
16
日
か
ら
19
日
ま
で
、
日

本
で
初
め
て
の「
ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」が
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
豊
岡
会
場
で
は
、

開
会
式
、
基
調
講
演
、
分
科
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
の
ユ
ネ
スコ
総
会
で
、

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ユ
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○
都
市
計
画
道
路
の
変
更

　

幹
線
街
路
20
路
線（
延
長
14

･
34
㎞
）を
検
証
し
、
6
路
線
の

廃
止
を
含
む
7
路
線（
2
･
89
㎞
）

の
都
市
計
画
を
変
更
し
ま
す
。

　

今
後
、
都
市
計
画
変
更
案
の
縦

覧
、
市
都
市
計
画
審
議
会
･
県
都

市
計
画
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、

来
年
4
月
以
降
に
都
市
計
画
の
決

定
を
告
示
し
ま
す
。

○
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
費
補
助
金
制
度

　

住
宅
の
耐
震
改
修
を
促
進
す
る

た
め
、
簡
易
耐
震
診
断
･
耐
震
改

修
工
事
の
補
助
に
加
え
、
耐
震
改

修
を
行
う
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
つ
い
て
も
、
30
万
円
を
限
度

に
工
事
費
の
3
分
の
1
を
補
助
し

ま
す
。

○
空
き
家
改
修
補
助
金

返
還
に
係
る
訴
え
の
提
起

　

平
成
23
年
に
空
き
家
改
修
補
助

を
受
け
、
補
助
金
交
付
条
件（
定

住
）を
満
た
さ
な
い
状
況
に
あ
る

と
判
断
し
た
人
に
対
し
、
現
在
、

補
助
金
の
交
付
決
定
の
取
り
消
し

と
返
還
を
求
め
て
い
ま
す
。今
後
、

市
で
は
、
補
助
金
交
付
の
取
消
決

定
に
係
る
異
議
申
し
立
て
期
間
の

終
了
等
を
踏
ま
え
、
補
助
金
返
還

を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
未
来
を
拓ひ
ら

く
人
を
育
む
ま
ち

○
小
中
一
貫
教
育
モ
デ
ル
事
業

　

平
成
29
年
度
か
ら
市
全
体
で

「
小
中
一
貫
教
育
」を
展
開
す
る
予

定
で
す
。
特
に
小
学
校
1
年
生
か

ら
の
英
語
教
育
は
、
幼
児
期
の
英

語
遊
び
保
育
と
の
つ
な
が
り
を
重

視
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
先
が
け
、
本
年
度
か
ら

但
東
中
学
校
区
を
モ
デ
ル
校
区
と

し
て
、
小
学
校
の
英
語
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
作
成
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
が
、
国
の「
小
中

一
貫
教
育
調
査
研
究
事
業
」に
採

択
さ
れ
た
た
め
、
今
後
は
国
の
委

託
金
を
活
用
し
調
査
研
究
を
進
め

ま
す
。

○
小
学
校
の
バ
ス
通
学
補
助

　

小
学
校
の
バ
ス
通
学
補
助
認
可

基
準
を
見
直
し
ま
し
た
。
現
行

で
3
㎞
以
上
と
し
て
い
る
距
離
基

準
の
例
外
要
素
を
点
数
化
し
、
そ

れ
が
基
準
点
数
以
上
と
な
る
場
合

は
、
通
学
形
態
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
バ
ス
通
学
地
区
を
決
定
し

ま
す
。

　

こ
の
新
基
準
に
基
づ
き
、
4
行

政
区
2
路
線
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

新
規
運
行
、
3
行
政
区
で
の
拡
大

運
行
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○（
仮
称
）図
書
館
未
来
プ
ラ
ン

　

図
書
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
交

流
拠
点
と
し
て
の
目
指
す
べ
き
役

割
や
機
能
の
方
向
性
を
明
確
に
す

る
た
め
、（
仮
称
）図
書
館
未
来
プ

ラ
ン
検
討
会
議
を
設
置
し
、
来
年

9
月
末
を
め
ど
に（
仮
称
）図
書
館

未
来
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

○
2
0
1
5
日
本
冒
険フ

ォ
ー
ラ
ム

　

11
月
22
日
、
明
治
大
学
で
4
年

に一
度
の
第
2
回
目
の
冒
険
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、

植
村
直
己
さ
ん
の「
人
と
こ
こ
ろ
」

を
伝
え
る
基
調
講
演
と「
極
地
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョン
を
行
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
日
本
冒
険
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
本
市
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

○
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で

世
界
と
出
会
う
音
楽
祭
の
開
催

　

11
月
10
日
か
ら
15
日
ま
で

「
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
豊
岡
に 

本
物
の

響
き
と
感
動
を 

子
ど
も
た
ち
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
2
回
目
の
音
楽
祭

（
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
学
校
訪
問
コン
サ
ー
ト
、
街
角

コン
サ
ー
ト
な
ど
）を
行
い
ま
す
。

　

出
演
者
は
、
中
澤
宗
幸
･
き
み

子
夫
妻
を
は
じ
め
、
世
界
的
な
音

楽
家
た
ち
で
す
。

○
円
山
川
運
動
公
園
の
移
転
整
備

　

昨
年
10
月
29
日
に
土
地
収
用
法

に
基
づ
く
事
業
認
定
申
請
を
行
い
、

本
年
7
月
21
日
付
け
で
県
知
事
か

ら
事
業
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
現

在
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申

請
の
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
元
や
関
係
機
関

と
協
議
を
行
い
、
環
境
に
配
慮
し

た
運
動
公
園
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

○
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
係
る
モ
デ
ル
地
区
の
拡
大

　

現
在
、
モ
デ
ル
地
区
は
21
地
区

で
、
さ
ら
に
10
月
に
は
、
4
地
区

で
取
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
で
、
29
地
区
の
う
ち
25
地

区
が
モ
デ
ル
地
区
と
な
り
ま
す
。

《
市
政
の
運
営
》

○
地
方
創
生（
人
口
減
少
対
策
）

　

地
方
創
生
戦
略
会
議
で
は
、
将

来
目
指
す
べ
き
状
態
を「
豊
岡
に

暮
ら
す
価
値
を
認
め
、
豊
岡
で
暮

ら
す
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
って

住
む
人
が
増
え
て
い
る
」と
し
て
、

よ
り
具
体
的
な
手
段
を
議
論
し
て

い
ま
す
。

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に

当
た
って
は
、
若
年
層
を
対
象
に
転

出
抑
制
と
転
入
促
進
、
結
婚
促
進

に
重
点
を
置
き
ま
す
。
出
生
数
に

つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
増
加
に
つ
な

が
る
有
効
策
が
あ
る
か
ど
う
か
を

検
討
し
ま
す
。

ネ
ス
コ
正
式
事
業
化
も
審
議
さ
れ

る
予
定
で
す
。

○
2
0
1
5
年ミ

ラ
ノ
国
際
博
覧
会

　
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会（
5
月
〜
10

月
）の
日
本
館
で
は
、コ
ウ
ノ
ト
リ
が

メ
ー
ン
展
示
で
大
き
く
紹
介
さ
れ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
と
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
が
専
用
米
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
7
月
16
日
か
ら
19
日
ま
で
兵

庫
県
出
展
事
業
と
県
主
催
の「
ひ
ょ

う
ご
プ
レ
ミ
ア
ム
レ
セ
プ
シ
ョン
」で
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
や
豊
岡
の
観

光
P
R
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
リ
で
兵
庫
県
知
事
と

共
に
外
国
人
記
者
協
会
の
記
者
を

対
象
と
し
た
P
R
会
見
を
行
い
ま

し
た
。

○
わ
な
猟
に
よ
る

シ
カ
捕
獲
専
任
班
の
新
設

　

8
月
1
日
か
ら
、
わ
な
猟
に
よ

る
シ
カ
捕
獲
専
任
班（
4
人
）の
有

害
捕
獲
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

捕
獲
場
所
は
、
個
人
で
は
わ
な

の
設
置
調
整
が
困
難
な
ス
キ
ー
場

な
ど
の
公
的
施
設
内
を
想
定
し
、

1
班
当
た
り
の
年
間
捕
獲
目
標
頭

数
を
2
0
0
頭
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
班
目
の
班
編
成
に
つい
て
も
調

整
を
図
り
、
シ
カ
の
捕
獲
活
動
を

推
進
し
ま
す
。



日　時　10月12日（月・祝）９：00～15：00
場　所　ウェルストーク豊岡、
　　　　円山川堤防、総合体育館ほか
　　　　※雨天時は総合体育館
参加料　無料

開会セレモニー＆玄さんと一緒に体操しよう！
▼時間　９：00～９：40
▼場所　ウェルストーク豊岡多目的コート
▼内容　五荘奈佐幼稚園の園児による演技、

チャレンジデー表彰式ほか

■ニュースポーツ体験
　誰でも簡単に楽しめるニュースポーツコーナーで
す。さまざまなスポーツを楽しんでください。
■ファミリージョギング

（10：30スタート・１km、２kmコース）
　速さは競いません。家族や仲間と円山川を楽し
くジョギングしましょう ！　※小学生以下は保護者同
伴でお願いします。
■4㎞ミニマラソン（11：00スタート）
　円山川堤防（１周約４㎞）を走ります。
■アジャタ（玉入れ）大会（11：00～）
　１チーム６人以内で100個の玉を入れる速さを競
います。家族や友達、会社の仲間等でチームを作
って参加してください。
■なわとび大会（13：00～）
　個人の部と親子の部を実施。個人の部は２重
跳びを跳んだ回数、親子の部は、親子で一つの
縄を一緒に跳んだ回数を競います。
■ロープジャンプＸ大会（14：00～）
　３人以上で大縄を跳んだ得点（回数×人数）を競
います。
■ロングlong～ウォーキング（８：50受付）
　中嶋神社までの約15㎞を歩きます。弁当持参
■ポールウォーキング体験
　ポールを持って姿勢良く歩くことで運動効果が向
上します。ダイエットに最適 ！

とよおかスポーツフェスティバルを開催

スポーツを思いっきり楽しもう

交流スポーツイベント（９：45～15：00）
場所　ウェルストーク豊岡周辺

　10月12日は体育の日です。市では、スポーツ
を通じた市民の健康づくりと交流を目的に｢とよ
おかスポーツフェスティバル2015｣を開催しま
す。
　誰でも気軽に参加できるスポーツを用意しま
す。この機会にスポーツを楽しみ、心地良い汗
をかきましょう！
　各種目を回るスタンプラリーも行います。い
ろいろな種目にチャレンジし、素敵な賞品をゲ
ットしましょう！

《問合せ》スポーツ振興課 ☎21－9023

■新体力テスト
　複数の運動であなたの体
力運動能力を確認します。
■ウェルストーク青空レ
ッスン
　エアロビクス、ダンスプロ
グラム、チューブ体操ほか
■ウェルストーク豊岡無料開放（９：00～21：00）
　施設を無料開放し、市民の皆さんの健康増進
を応援します。この機会に、ぜひ、ウェルストーク
豊岡を体験してください。※屋内シューズ、水着な
どは各自で用意してください。

■集まれ！こども広場
　バルーンアート、スーパーボールすくい、風車
作り、折り紙ほか
■食欲の秋です！屋台村!!!
　運動の後は屋台村自慢の｢旨いもん｣をどうぞ！
　※協力：翁、カフェR

ラ ー ナ

ANA、チョコバナナ
■ちょっと休憩。音楽広場♪
　地元で活動している音楽グループの演奏を楽
しんでください。
出演　アンリミテッドルールブック
　　　P

パパ ア ッ ト マ ー ク リ ミ テ ッ ド

apa@Limited ほか
■フリーマーケット

■｢スポーツクラブ21ひょうご｣
　とよおか交流スポーツ大会（10：00～16：00）
　市民体育館で、クラブ会員によるソフトバレー
ボールの交流大会を開催します。
■豊岡市身体障害者スポーツ大会（総合体育館）
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日にち 開演時間 場所 内容等

11日
（水）

11：00～ 豊岡市民プラザ
ほっとステージ

子どもたちのためのコンサート
　お座りでも、ハイハイでも、もちろんママのお腹の中から
でも自由に楽しんでください。
対象：未就学児および保護者、マタニティ

19：00～ 出石文化会館
ひぼこホール

スペシャルコンサート（一時保育あり）
曲シューベルト／弦楽四重奏曲第14番「死と乙女」 ほか
￥一般3,000円、高校生以下1,500円、おやこ（大人１人＋高校
生以下１人）4,000円

12日
（木） 19：15～ 安国寺（但東町相田）

街角コンサート
曲クライスラー／愛と喜び ほか
￥１人2,000円（定員100人）

13日
（金） 15：00～ 植村直己冒険館

街角コンサート

出石市民ホール

14日
（土）

10：00～ 日本・モンゴル民族博物館
10：30～ 木屋町小路（城崎地域）

13：00～ 住吉屋歴史資料館　御用地館
豊岡1925

16：00～ ホテル金波楼（瀬戸）

夕間暮れコンサート
　夕日が沈む海をバックに聴くサロンコンサート。余韻を楽
しみながらの食事は最高のぜいたくです。
曲モーツァルト／弦楽四重奏曲第17番「狩」ほか
￥１人15,000円（定員80人）

15日
（日） 13：00～ 市民会館文化ホール

ファイナルコンサート（一時保育あり）
　出演者全員によるにぎやかなコンサートです。
曲 J.シュトラウスⅡ／美しく青きドナウ ほか
￥一般3,000円、高校生以下1,500円、おやこ（大人１人＋高校
生以下１人）4,000円

※期間中、市内の６小学校で｢学校訪問コンサート｣も開催します。
※チケットは、生涯学習課、各振興局等で販売しています。
※一時保育（対象：１歳半から就学前までの幼児）は10月30日（金）までに申込み

《申込み・問合せ》 生涯学習課☎23-0341　FAX29-0054　メールshougaigakushuu@city.toyooka.lg.jp

出演者の皆さん（敬称略）
中澤宗幸、中澤きみ子（ヴァイオリン）、ルー
ドヴィッヒ・ミュラー（ヴァイオリン）、マイ
ケル・ウィリアムズ（チェロ）、ユリア・コチ
（ソプラノ歌手）、坂口昂平（ヴィオラ）、碓

うす

井
い

俊樹（ピアノ）、中村太
だい

地
ち

・泉　里沙（ヴァイ
オリン）ほか

募集中！
～｢おんぷの祭典｣に、

力を貸してください～
◆寄附、パンフレットに広告掲載をしていただ
ける方
◆コンサートを手伝えるボランティア
　業務内容：会場設営やチケットもぎり、お客

さんの誘導など
　申込期限：10月９日（金）
　※当日のコンサートを無料で鑑賞できます。

　世界で活躍する一流の音楽家を豊岡に招
き、子どもたちをはじめ多くの市民の皆さ
んにクラシック音楽に触れていただく音楽
祭を開催します。

期間 11月10日（火）～15日（日）
無料

無料



　

植
村
直
己
さ
ん
の
素
顔
を
振
り

返
り
、
冒
険
文
化
を
考
え
る
、
第

2
回
目
の「
2
0
1
5
日
本
冒
険

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
東
京
・
明
治
大

学
で
開
催
し
ま
す
。

　

世
界
初
の
五

大
陸
最
高
峰
登

頂
や
北
極
点
犬

ゾ
リ
単
独
行
到

達
な
ど
、
厳
し

い
自
然
と
向
き

合
い
な
が
ら
も

そ
の
困
難
を
受

け
入
れ
、
挑
戦
し
続
け
て
き
た
植

村
さ
ん
の
精
神
を
語
り
合
い
、
後

世
へ
伝
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
極
地
」。

1
9
7
2
年
に
植
村
さ
ん
が
初
め

て
北
極
に
足
を
踏
み
入
れ
て
か
ら

43
年
が
経
ち
ま
し
た
。
植
村
さ
ん

が
見
た
果
て
し
な
く
広
が
る
乱
氷

帯
、
行
く
手
を
阻
ん
だ
ア
イ
ス
ク

ラ
ッ
ク
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
極
地
を
よ
く
知
る
冒
険
家
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
当
時
と
今
の

違
い
を
紹
介
し
な
が
ら
、
刻
々
と

変
化
し
続
け
る
地
球
環
境
を
探
り

ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
活
動
中
の

もったいない川柳応募作品紹介（氏名またはペンネーム･敬称略）
箪
笥
か
ら
知
恵
で
生
み
出
す
自

分
流 

（
桃
玉
）

愛
の
鞭
も
っ
た
い
な
い
と
い
う

躾 

（
細
田
一
三
男
）

国
中
が
ス
マ
ホ
に
電
波
奪
わ
れ

る 

（
堀
喜
弘
）

モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
感
謝
の
気
持
ち

支
え
て
る 

（
本
田
い
ず
み
）

モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
世
界
を
支
え
る

エ
コ
言
葉 

（
本
田
し
お
ん
）

身
勝
手
な
便
利
が
も
た
ら
す
ゴ

ミ
の
山 

（
本
田
隆
道
）

も
っ
た
い
な
い
捨
て
る
の
減
ら

し
エ
コ
ロ
ジ
ー 

（
松
浦
哲
男
）

そ
の
ゴ
ミ
が
花
に
も
野
菜
に
も

変
わ
る 

（
松
下
幸
子
）

食
べ
る
時
も
っ
た
い
な
い
が
合

言
葉 

（
松
本
康
平
）

エ
コ
セ
ン
サ
ー
不
精
な
母
に
欲

し
い
機
能 

（
ま
あ
ち
ゃ
ん
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

マ
ス
ク
は
ね
つ
か
い
す
て
よ
り

ガ
ー
ゼ
で
す 

（
矢
熊
大
樹
）

安
く
て
も
一
度
も
着
て
な
い
流

行
も
の 

（
飯
田
裕
子
）

こ
れ
欲
し
い
そ
れ
は
本
当
に
必

要
で
す
か 

（
匿
名
）

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
前
に
確
認

を
！ 

（
ま
め
）

こ
の
景
色
10
年
後
も
残
し
た
い

 

（
匿
名
）

プ
リ
ン
ト
よ
い
る
と
思
へ
ば
ゴ

ミ
の
山 

（
む
っ
ち
）

◆
一
般
の
部

今
は
死
語
も
っ
た
い
な
い
の
こ

の
こ
と
ば 

（
初
田
稜
二
）

酒
し
ょ
う
ゆ
計
り
売
り
な
ら
ゴ

ミ
ゼ
ロ
に 

（
花
岡
宏
明
）

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
す
る
に
も
知

恵
が
い
る 

（
花
岡
由
紀
子
）

も
っ
た
い
な
い
も
っ
た
い
な
い

と
日
が
暮
れ
る 

（
霞
舟
）

リ
サ
イ
ク
ル
せ
よ
と
地
球
も
廻

っ
て
る 

（
林
善
隣
）

子
供
服
も
っ
た
い
な
い
と
犬
に

着
せ 

（
原
田
弘
一
）

昭
和
で
は
当
り
前
よ
と
祖
母
笑

い 

（
原
茂
敬
浩
）

祖
母
が
言
う
物
に
も
命
あ
る
の

だ
と 

（
樋
口
真
由
美
）

今
も
ま
だ
使
う
使
え
る
同
じ
意

味 

（
平
岡
典
子
）

も
っ
た
い
な
い
思
う
の
休
み
が

終
わ
る
頃 

（
平
田
裕
子
）

も
っ
た
い
な
い
常
に
心
に
言
い

聞
か
せ 

（
福
井
正
二
）

分
別
で
あ
し
た
の
糧
を
作
り
出

す 

（
福
島
敏
朗
）

セ
ッ
ト
物
買
っ
て
使
う
は
一
つ

だ
け 

（
福
田
善
彦
）

見
か
け
よ
り
中
味
で
勝
負
贈
り

物 

（
藤
田
晴
美
）

も
う
一
度
着
る
か
も
し
れ
ぬ
と

す
て
ら
れ
づ 

（
す
ず
ら
ん
）

ね
え
さ
ん
と
呼
ば
れ
財
布
の
ひ

も
ゆ
る
み 

（
古
川
恵
子
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
集
い
、
冒
険

行
の
紹
介
や
情
報
交
換
も
行
い
ま

す
。

○
日
時　

11
月
22
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
45
分

○
場
所　

明
治
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル（
東
京
都
千
代
田
区
）

○
内
容

・
基
調
講
演『
植
村
直
己
を
語
る
』

　

講
師
：
文
芸
評
論
家
・
エ
ッ
セ

イ
ス
ト　

湯
川　

豊
さ
ん

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

　
『
北
極
・
南
極
こ
ん
な
に
違
う
』

　

▽
パ
ネ
ラ
ー
：
冒
険
家
の
大
場

満
郎
さ
ん
、
荻
田
泰
永
さ
ん
、

南
極
越
冬
2
回
の
岩
野
祥
子
さ

ん
、
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

武
田　

剛
さ
ん
▽
ゲ
ス
ト
：
俳

優　

市
毛
良
枝
さ
ん
▽
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
地
平
線
会
議

代
表
世
話
人　

江
本
嘉
伸
さ
ん

○
参
加
費　

無
料（
事
前
申
込
み
、

入
場
整
理
券
が
必
要
）

 《
申
込
み
・
問
合
せ
》
植
村
直
己

　

冒
険
館
☎
44
–
1
5
1
5

植
村
直
己
の
精
神
を
伝
え
る

｢
日
本
冒
険
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

を
開
催
し
ま
す

①出演者が冒険への思いを
語ります　

②チャレンジャーを紹介す
るパネル展示　

③会場風景　　　 （第１回）

【
豊
岡
発
着
】
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

◆
期
間　

11
月
21
日（
土
）〜
23

日（
月
・
祝
）2
泊
3
日（
う

ち
車
中
1
泊
）

◆
定
員　

1
0
0
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

1
万
5
千
円（
22

日
宿
泊
代
、
旅
行
保
険
料
）

※
別
途
食
事
代
が
必
要

◆
行
程（
予
定
）　

21
日
夜 

豊
岡

発（
車
中
泊
）↓
22
日
朝 

東
京

着
↓
都
内
観
光
↓
明
治
大
学

着
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加（
都
内

泊
、
朝
食
付
き
）↓
23
日
朝 

ホ
テ
ル
発
↓
夜 

豊
岡
着

◆
申
込
期
限　

10
月
18
日（
日
）

ⓒ文藝春秋

❸ ❶

❷
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「いつだって、読書日和」読 書 週 間
　昭和22年に「読書の力によって平和な国を創ろう」と始まった『読書週間』が、
今年で69回目を迎えます。一人一人に読書の素晴らしさを知ってもらうきっ
かけとなることを願い、図書館では次のとおり、企画展を開催します。

《申込み・問合せ》・本館 ☎23-6151　・城崎 ☎21-9072　・竹野 ☎21-9078　　　　　　　　　・日高 ☎21-9060　・出石 ☎21-9010　・但東 ☎21-9036

期間：10月27日（火）～11月９日（月）
2015・第69回

21　 広報とよおか 2015（平成27）年10月号

本　館 城崎分館
「物語が奏でる音楽会」（一般）
　音楽や曲にまつわる物語を展示します。
「あま～いおはなし」（児童）
　お菓子の出てくる絵本や物語を展示します。
〈展示期間〉 10月31日（土）～11月29日（日）

○関連事業
　「おいしいおはなし★わくわくクッキング」
日時：11月15日（日）午前10時～正午
場所：城崎地区公民館（城崎庁舎　３階）
内容：絵本「ぐりとぐら」のカステラ作り
　　      折り紙で作る「ぐりとぐら」
対象：小学生　定員：20人　料金：300円
申込期間：10月16日（金）～11月８日（日）竹野分館

日高分館

出石分館

但東分館

「映画になった児童文学」
　日本で公開された映画の中から、児童文学を
原作とするものを取り上げて展示します。
　映画にも、児童文学にも、それぞれ良いとこ
ろがあります。映画派の人も、原作派の人も、こ
の機会にじっくりと両方を見比べて楽しんで
ください。
〈展示期間〉 10月24日（土）～11月９日（月）
場所：図書館竹野分館前ギャラリー

「歌舞伎と着物～“和”の文化～」
　出石の町には、日本の伝統文
化を感じることができるイベン
トが盛りだくさん。本を通して
“和”の良さを再発見してみませ
んか。
〈展示期間〉 10月１日（木）～11月９日（月）

「リサイクルブックフェア in いずし」
図書館で利用しなくなった図書や雑誌を無
料で持ち帰れます。
日時：11月７日（土）午前10時～午後３時30分

「家と本。」
　家の中にはさまざまな物語があ
ふれています。家の魅力をいろいろな角度から
楽しんでください。
〈展示期間〉 10月24日（土）～11月９日（月）

「リサイクルブックフェア in ひだか」
図書館で利用しなくなった図書や雑誌を無
料で持ち帰れます。
日時：11月８日（日）午後０時30分～３時

「魅惑のミステリー～江戸川乱歩没後50年～」
　乱歩ワールドといわれた独特な世界観で日
本ミステリー界をけん引し続けた乱歩の作品
と、江戸川乱歩賞受賞作品を集めました。秋の
夜長にどっぷりミステリーにはまってみませ
んか。
〈展示期間〉 10月24日（土）～11月９日（月）

「国内文学賞受賞作品展」
　平成26年（下半期）～27年（上半期）に発表さ
れた国内の主要文学賞の受賞作家および作品
の紹介展示を行います。ぜひ、この機会に、新し
い文学界の動きをご覧ください。
　また、受賞作家の他の作品や、各賞の歴代受
賞作品を展示するコーナーもあります。文学作
品を読んで、充実した「読書の秋」を過ごしてみ
ませんか。
〈展示期間〉 10月28日（水）～11月９日（月）



◆
日
時
お
よ
び
会
場（
詳
細
は
下

表
の
と
お
り
）　
10
〜
12
月
、

各
地
区
公
民
館
な
ど（
28
会
場
）

◆
内
容
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

情
報
を
入
手
す
る
た
め
の
方
法

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
災
害
時
に
役
立
つ
防
災
関

連
ペ
ー
ジ
や
、
議
会
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
ペ
ー
ジ
の
利

用
方
法
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

◆
対
象
　
本
市
在
住
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
興
味
の
あ
る
高
齢
者

（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
）

◆
定
員
　
各
20
人
程
度（
先
着
順
）

◆
参
加
方
法
　
開
催
日
の
1
週
間

前
ま
で
に
、
氏
名
・
連
絡
先
を

秘
書
広
報
課
に
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

 《
申
込
み
・
問
合
せ
》

　
秘
書
広
報
課

　
☎
23
–
1
1
1
4

　
FAX 

24
–
1
0
0
4

　
メ
ー
ルkouhou@

city.
toyooka.lg.jp

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
た
い
け
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
高
齢
者

の
た
め
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

｢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
・
操
作
講
習
会｣

を
開
催
し
ま
す

無料でスマートフォンに詳しくなれる!!
高齢者向け！スマートフォン教室
　市では、スマートフォンに関心のある高齢者のために、au、
docomoと連携して、無料の教室を開催します。 玄武岩の玄さん

（約160万歳）

◆日時　10月７日（水）午後１時30分～３時30分
◆会場　本庁舎　２階　大会議室
◆対象　本市在住の高齢者（おおむね60歳以上の

方）で、スマートフォンの購入前に、基本的
な操作方法を学びたい方

◆定員　16人（先着順・参加者が極端に少ない場合
は、延期または中止する場合があります）

◆内容　▽スマートフォンとは▽スマートフォンと携帯電
話との違い▽基本操作▽電話や文字入力
▽インターネットの活用　など

◆日時　10月５日（月）午後１時～３時
◆会場　本庁舎　２階　大会議室
◆対象　本市在住の高齢者（おおむね60歳以上の

方）で、スマートフォンの購入予定者および操
作に不安を感じている方

◆定員　24人（先着順・参加者が10人に満たない場
合は、延期または中止する場合があります）

◆内容　▽スマートフォンに触れてみよう▽電話を使っ
てみよう▽文字入力をマスターしよう▽インタ
ーネットを検索しよう　など

  豊　岡　市   ×　　 a　u   豊　岡　市   ×　 docomo

日程 時間 会場 日程 時間 会場
10月14日(水) 10：00～ 三江地区公民館 10月30日(金) 10：00～ 清滝地区公民館

10月15日(木) 10：00～ 田鶴野地区公民館 11月  4日(水) 10：00～ 資母地区公民館

10月15日(木) 14：30～ 新田地区公民館 11月  5日(木) 10：00～ 高橋地区公民館

10月16日(金) 10：00～ 五荘地区公民館 11月  6日(金) 10：00～ 合橋地区公民館

10月19日(月) 10：00～ 港地区公民館 11月16日(月) 10：00～ 城崎地区公民館

10月21日(水) 10：00～ 豊岡地区公民館 11月18日(水) 10：00～ 竹野庁舎

10月21日(水) 14：30～ 中筋地区公民館 11月19日(木) 14：30～ 中竹野地区公民館

10月22日(木) 10：00～ 奈佐地区公民館 11月25日(水) 10：00～ 竹野南地区公民館

10月22日(木) 14：30～ 神美地区公民館 11月27日(金) 10：00～ 寺坂地区公民館

10月26日(月) 10：00～ 日高地区公民館 12月  2日(水) 10：00～ 弘道地区公民館

10月28日(水) 10：00～ 西気地区公民館 12月  3日(木) 10：00～ 菅谷地区公民館

10月28日(水) 14：30～ 八代地区公民館 12月  4日(金) 14：30～ 小坂地区公民館

10月29日(木) 10：00～ 三方地区公民館 12月  7日(月) 10：00～ 福住地区公民館

10月29日(木) 14：30～ 国府地区公民館 12月  9日(水) 10：00～ 小野地区公民館

※講習時間は１時間
※八条地区公民館は、５月に開催済み

人生は、
60歳からが
勝負じゃ！

高
齢
者
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
か
か
り

に
く
く
な
っ
た
り
、
か
か
っ
て
も

重
症
に
な
る
こ
と
を
防
止
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

市
で
は
高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
市
民

で
接
種
を
希
望
す
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民

で
、
心
臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼
吸

器
の
機
能
の
障
害
な
ど
で
日
常

生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

方
、
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
で
免
疫
機
能
に
障
害
が

あ
り
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
方

◆
接
種
期
間　

10
月
1
日（
木
）〜

平
成
28
年
1
月
31
日（
日
）

◆
接
種
回
数　

1
回

◆
自
己
負
担　

1
5
0
0
円（
市

民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護

世
帯
は
、
全
額
免
除
）

※
料
金
の
免
除
を
希
望
す
る
方

は
、
予
防
接
種
時
に
医
療
機
関

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
料
金

支
払
い
後
の
返
金
は
で
き
ま
せ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
実
施

ん
。
な
お
、
税
情
報
閲
覧
の
結

果
、
該
当
し
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
場
合
は
、
後
日
自
己
負
担

金
を
請
求
し
ま
す
。

◆
申
込
み
　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

◆
接
種
に
必
要
な
も
の
　
健
康
保

険
証
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
・
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
印

鑑
※
接
種
に
必
要
な
予
診
票
・
同
意

書
は
協
力
医
療
機
関
、
健
康
増

進
課
、
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

※
か
か
り
つ
け
医
、
長
期
入
院
中

ま
た
は
施
設
入
所
な
ど
の
理
由

で
、
市
外
で
の
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、
事
前
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

※
本
年
度
か
ら
、
4
種
類
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応

し
た
ワ
ク
チ
ン（
従
来
は
3
種

類
）に
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
単
価

が
高
く
な
っ
た
た
め
、
自
己
負

担
額
も
値
上
が
り
し
ま
し
た
。
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平成27年度 豊岡市高齢者インフルエンザ予防接種協力医療機関一覧

医療機関名 住　所 電話番号
公立豊岡病院 戸牧 1094 22－6111
公立日高医療センター 日高町岩中 81 42－1611
公立出石医療センター 出石町福住 1300 52－2555

医療機関名（豊岡） 住　所 電話番号
あかまつ小児科 九日市下町119 22－0700
いがらし医院 城南町5－11 29－2766
浮田整形外科 若松町7－5 29－0017
江本内科クリニック 江本503 29－0333
大井医院 城南町8－12 24－1001
小幡内科医院 中陰376－22 24－2511
きょうこ内科クリニック 寿町2－36 24－7772
クリニック冨江 若松町5－38 22－3100
さくらクリニック 弥栄町1－32 23－8668
しば耳鼻咽喉科医院 戸牧299－8 29－0115
しらゆり診療所 小田井町17－7 24－7201
田中クリニック 正法寺631 29－3100
中治内科クリニック 京町5－43 24－1890
中島医院 高屋1054 24－9500
中田医院 瀬戸77－20 28－2016

風
ふぅ
発達クリニック

※利用者の家族のみ
戸牧1029－11 37－8001

舟木内科医院 京町3－21 22－3538
モリヤマ診療所 桜町11－7 23－5100
やすだ内科クリニック 戸牧37－5 22－1159
由利医院 大磯町9－53 22－2382
吉田クリニック 圡渕133－1 26－8188
ろっぽう診療所 今森465－1 24－7007

医療機関名（城崎） 住　所 電話番号
浅見医院 城崎町湯島349－1 32－2610
藤本医院 城崎町来日128－7 32－3181

医療機関名（竹野） 住　所 電話番号
内山医院 竹野町竹野344 47－0010
賀嶋医院 竹野町竹野2510 47－0005
森本診療所 竹野町森本513－1 48－0001

医療機関名（日高） 住　所 電話番号
尾松内科クリニック 日高町上石230－2 42－0885
北見医院 日高町松岡347－1 42－5300
北村内科 日高町日置29 42－3110
谷垣医院 日高町伊府660 44－0010
つるさこ耳鼻咽喉科 日高町土居170－1 42－5800
野田消化器科クリニック 日高町岩中212－1 42－1022
長谷川クリニック 日高町国分寺400－13 42－3955
神鍋診療所 日高町栗栖野60－34 45－0003

医療機関名（出石） 住　所 電話番号
中沢医院 出石町本町 66 52－5803
平位医院 出石町福住 383-7 52－0511
藤原医院 出石町松枝 105 52－2301
由良内科クリニック 出石町八木 36 52－2006
和田内科クリニック 出石町町分 131-3 53－2788

医療機関名（但東） 住　所 電話番号
合橋診療所 但東町出合 76 54－0011
資母診療所 但東町中山 788 56－0303
高橋診療所 但東町久畑 126 55－0036

■病院

■診療所



不動産を公売します！
所在
地番

日高町東河内字坂奥
372番、373番

地目 畑 農用地 区域内
地積 244㎡（合計）
権利 無

番号 不2-12 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
8,000円
公売保証金
1,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
耕作されていません。

所在
地番

日高町東河内字向山
426番

地目 畑 農用地 －
地積 304㎡
権利 無

番号 不2-14 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
9,000円
公売保証金
1,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
耕作されていません。

所在
地番

日高町東河内字坂奥
343番

地目 田 農用地 区域内
地積 902㎡
権利 無

番号 不2-11 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
330,000円
公売保証金
33,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
耕作されていません。

所在
地番

日高町東河内字坂奥
385番 

地目 畑 農用地 区域内
地積 360㎡
権利 無

番号 不2-13 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
11,000円
公売保証金
2,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
耕作されていません。
ビニールハウスの骨組の撤去が必要です。

番号 不2-16 物件 土地・建物
土
地
所在地番 出石町町分字口戸103番1
地目 宅地
地積 154.60㎡

建
物

家屋番号 103番1
種類 居宅

延床面積 158.9㎡
構造 木造瓦葺2階建

備
考
上下水道共に引込みされてい
ます。
居住者があります。

見積価額（最低入札価格）
7,400,000円
公売保証金
740,000円

番号 不2-15 物件 土地・建物
土
地
所在地番 下陰字八崎400番8
地目 宅地
地積 258.76㎡

建
物

家屋番号 400番8
種類 事務所

延床面積 33.79㎡
構造 木造亜鉛メッキ

鋼板葺平家建

備
考

上下水道は引込みされていま
せん。
居住者はありません。
残置物があります。

見積価額（最低入札価格）
5,000,000円
公売保証金
500,000円

日
曜
納
税
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

納
税（
市
税
）の
悩
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を
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談
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
も
で
き

ま
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。

■
日
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月
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〜
午
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時

■
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税
務

　

課
収
税
係
）

《
問
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市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
で
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と
お
り
公

売
し
ま
す
。

■
公
売
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

　

競
り
売
り

■
参
加
申
込
期
間

　

9
月
28
日（
月
）午
後
１
時
〜
10

　

月
13
日（
火
）午
後
11
時

■
競
り
売
り
期
間

　

10
月
19
日（
月
）午
後
１
時
〜
21

　

日（
水
）午
後
11
時

■
代
金
納
付
期
限

　

10
月
29
日（
木
）午
後
３
時
ま
で

■
公
売
物
件

　

絵
画
な
ど
16
点（
予
定
）

■
参
加
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
参
加　

　
（
9
月
28
日
公
開
予
定
）
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＜その他＞
①地積は公簿上に記載された面積であり、実測と異なる場合があります。　
②各物件の中で、公売が中止になる場合があります。　
③写真の境界線は大まかな位置を示したものです。隣地との境界確定、使用者または占有者等に対
する明渡し要求などは、買受人が行うことになります。

④物件によっては、入区料などが発生する場合があります。
⑤公売物件は豊岡市の所有財産ではありませんので、立ち入ることはできません。　
⑥豊岡市は物件の瑕

か

疵
し

担保責任を負いません。
⑦公売保証金は、落札できなかった場合には返還します。
⑧所有権移転の際、登録免許税の納付が必要です。また、不動産取得税が課税される場合があります。
⑨代金納付期日は12月16日（水）です。代金納付期日は場合によっては延期することがあります。

《問合せ》税務課☎23-1118

公 売 の ご あ ん な い
■公売期日　12月９日（水）
■受付時間　午後１時～２時
■入札会場　本庁舎　６階　会議室６－１、６－２
■持ち物　身分証明書、印鑑、公売保証金、農業委員会発行の買受適格証明（必要な物件のみ）

番号 不2-17 物件土地・建物
土
地
所在地番 上陰字今島191番7、192番2
地目 宅地
地積 226.59㎡（合計）

建
物

家屋番号 192番2符号1符号2符号3
種類 居宅 車庫 物置 物置
延床面積 134.73㎡ 24.31㎡ 12.92㎡ 5.78㎡

構造 木造瓦葺
2階建

木造亜鉛メッキ鋼
板葺平家建

コンクリート
ブロック造亜
鉛メッキ鋼板
葺平家建

備
考
上下水道共に引込みされています。
居住者があります。

見積価額（最低入札価格）
6,900,000円
公売保証金
690,000円

番号 不2-19 物件土地・建物
土
地
所在地番 日高町十戸字野28番、29番、29番2、

30番1、31番、14番6、14番7
地目 山林・原野
地積 9,944.54㎡（合計）

建
物

家屋番号 29番 符号1 符号2
種類 工場 倉庫 倉庫
延床面積 162.00㎡ 64.80㎡ 12.00㎡

構造 鉄骨造スレート葺平家建

備
考

上下水道は引込みされていません。
無道路地です。
産業廃棄物中間処理施設（廃プラ焼
却）の跡地で、土壌が汚染されてい
る可能性があります。

見積価額（最低入札価格）
1,750,000円
公売保証金
180,000円

番号 不2-18 物件土地・建物
土
地
所在地番 日高町鶴岡字植地816番2、817番
地目 宅地
地積 119.00㎡（合計）

建
物

家屋番号 816番2
種類 居宅
延床面積 111.03㎡

構造 木造セメント瓦葺2階建

備
考

上水道引込済、下水道は引込みされ
ていません。
居住者はありません。
対象地の接面道路は、建築基準法
上の道路でないと判断されています。

見積価額（最低入札価格）
190,000円
公売保証金
19,000円

番号 不2-20 物件土地･建物 
土
地
所在地番 日高町国分寺字堂ノ前669番、670番
地目 宅地
地積 257.84㎡（合計）

建
物

家屋番号 669番 670番
種類 居宅 居宅
延床面積 75.04㎡ 86.25㎡

構造 木造瓦葺２
階建

木造亜鉛メッキ
鋼板葺平家建

備
考

上水道引込済、下水道は引込されていません。
居住者はありません。
建物再築等の際には、セットバックを要します。
急傾斜地崩壊危険区域に指定されており、の
り切・切土等の一定行為を行なうには県知事
の許可を要します。

見積価額（最低入札価格）
1,000,000円
公売保証金
100,000円

http://koubai.auctions.yahoo.
 

co.jp/hyg_toyooka_city

■
参
加
資
格

　

国
税
徴
収
法
で
規
定
さ
れ
る
場

合
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
20

歳
以
上
の
方
は
、
原
則
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
公
売
保

証
金
の
納
付
が
必
要
で
す（
公
売

保
証
金
不
要
物
件
を
除
く
）。

＝
＝
下
見
会
＝
＝

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
。事
前
に
よ
く
見

て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
4
日（
日
）午
前
10

　

時
〜
午
後
3
時

■
場
所　

本
庁
舎　

１
階

※
大
型
物
件
は
下
見
会
に
展
示
し

　

ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
す
る
方

　

は
、
税
務
課
収
税
係
に
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
3.city.toyooka.

 
lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー（
株
）の
公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
 

yahoo.co.jp/

《
問
合
せ
》
税
務
課　

　

☎
23
–
1
1
1
8
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里
親
と
は
、
親
の
病
気
、
家
出
、

離
婚
な
ど
で
、
家
庭
で
暮
ら
せ
な

い
子
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え

入
れ
て
養
育
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

里
親
制
度
は
、
里
親
の
希
望
者
に

子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
す
る
制

度
で
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
必
要

　
　
　
　 

家
庭
的
な
養
護

　

子
ど
も
に
は
、
特
定
の
大
人
と

の
関
わ
り
が
必
要
で
す
。
子
ど
も

に
と
っ
て
安
心
で
き
る
居
場
所
が

あ
っ
て
初
め
て
外
の
世
界
へ
興
味

を
持
ち
、
自
我
を
芽
生
え
さ
せ
、

成
長
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
な
い
と

愛
着
障
害
を
起
こ
し
①
自
分
に
自

信
が
持
て
な
い
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
劣
る
③
大
人
に
な

っ
て
も
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き

な
い
④
反
社
会
的
な
行
動
を
す
る

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
│
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
、
深
い
愛
情
を
持

っ
て
育
て
て
く
れ
る
親
代
わ
り
の

里
親
が
必
要
な
の
で
す
。

　

心
や
体
に
傷
を
負
っ
た
子
ど
も

を
里
親
の
温
か
い
家
庭
で
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 10

月
は
里
親
月
間

里
親
登
録
制
度
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

里
親
の
種
類

▼
養
育
里
親　
子
ど
も
が
自
立
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
あ
る

い
は
家
庭
に
戻
れ
る
よ
う
に
な

る
ま
で
の
間（
満
18
歳
未
満
）家

庭
で
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

▼
専
門
里
親　
養
育
里
親
の
う
ち

虐
待
な
ど
で
心
身
に
有
害
な
影

響
を
受
け
た
子
ど
も
な
ど
、
特

に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
を
育

て
ま
す（
研
修
が
必
要
）。

▼
養
子
縁
組
里
親　
養
子
縁
組
を

前
提
と
し
て
育
て
ま
す
。

▼
親
族
里
親　
扶
養
義
務
者
お
よ

び
そ
の
配
偶
者
に
養
育
し
て
も

ら
い
ま
す
。

▼
週
末
・
季
節
里
親　
週
末
や
正

月
、
夏
休
み
な
ど
に
、
児
童
養

護
施
設
の
子
ど
も
を
一
時
的
に

預
か
り
ま
す
。

里
親
に
支
給
さ
れ
る
費
用

　

子
ど
も
の
委
託
を
受
け
る
と
里

親
に
は
、
一
般
生
活
費
と
里
親
手

当（
養
育
里
親
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

里
親
に
な
る
に
は

　

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
☎
22
–
4
3
1
4

近き
ん

所じ
ょ

の
お
ば
ち
ゃ
ん
が「
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
し
た
り
、
電で

ん

気き

の
使し

用よ
う

量り
ょ
う

を
減へ

ら
し
て『
健け

ん

康こ
う

・

環か
ん

境き
ょ
う

ポ
イ
ン
ト
』を
た
め
る
ん

だ
！
」っ
て
張は

り
切き

っ
て
た
け
ど
、

ど
う
い
う
こ
と
？

う
む
。
豊と

よ

岡お
か

で
は
、
健け

ん

康こ
う

や

環か
ん

境き
ょ
う

に
い
い
こ
と
を
す
る
と
、

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
こ
と
が
で
き

る
ん
じ
ゃ
。
健け

ん

康こ
う

な
人ひ

と

が
増ふ

え
る

こ
と
、
豊ゆ

た

か
な
環か

ん

境き
ょ
う

が
守ま

も

ら
れ
る

こ
と
は
豊と

よ

岡お
か

の
町ま

ち

に
と
っ
て
い
い

こ
と
じ
ゃ
ろ
？　

い
い
こ
と
は
い

っ
ぱ
い
し
て
ほ
し
い
か
ら
、
市し

も

応お
う

援え
ん

し
と
る
ん
じ
ゃ
よ
。

た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
ど
う

な
る
の
？

自じ

分ぶ
ん

の
た
め
に
使つ

か

え
る
し
、

他ほ
か

の
人ひ

と

の
た
め
に
も
使つ

か

え
る

ん
じ
ゃ
。
温お

ん

泉せ
ん

利り

用よ
う

券け
ん

な
ど
と
交こ

う

換か
ん

す
る
の
も
よ
し
、
小し

ょ
う

学が
っ

校こ
う

な
ど

に
寄き

付ふ

す
る
の
も
よ
し
じ
ゃ
。

こ
の
前ま

え

、
私わ

た
し

の
学が

っ

校こ
う

に
一い

ち

輪り
ん

車し
ゃ

が
寄き

付ふ

さ
れ
た
け
ど
、
も

し
か
し
て
そ
れ
か
な
ぁ
？

き
っ
と
そ
う
じ
ゃ
。
地ち

域い
き

の

人ひ
と

た
ち
が
力ち

か
ら

を
合あ

わ
せ
て
ポ

イ
ン
ト
を
た
め
て
、
子こ

ど
も
た
ち

の
た
め
に
寄き

付ふ

す
る
例れ

い

も
増ふ

え
て

い
る
か
ら
の
ぉ
。

す
ご
い
！　
行こ

う

動ど
う

が
ち
ゃ
ん

と
形か

た
ち

に
残の

こ

る
ん
だ
ね
。

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
今こ

年と
し

か
ら
は「
エ
コ
と
ヘ
ル
ス
で

ウ
ッ
シ
ッ
シ
〜
」じ
ゃ
ぞ
。

ウ
ッ
シ
ッ
シ
〜
？　

な
…
、

何な
ん

な
の
そ
れ（
笑わ

ら
い

）？

1
年ね

ん

間か
ん

に
1
万ま

ん

ポ
イ
ン
ト
以い

上じ
ょ
う

た
め
た
人ひ

と

の
中な

か

か
ら
、
抽ち

ゅ
う

選せ
ん

で
3
0
0
人に

ん

に
但た

じ
ま馬
ビ
ー
フ
が

当あ

た
る
ん
じ
ゃ
！　

う
〜
ん
、
よ

だ
れ
が
出で

そ
う
。

ホ
ン
ト
？　
私わ

た
し

も
食た

べ
た
い

よ
〜
っ
！

よ
し
っ
、
今い

ま

か
ら
で
も
遅お

そ

く

な
い
。
お
父と

う

さ
ん
、
お
母か

あ

さ

ん
に
、
す
ぐ
に
参さ

ん

加か

し
て
も
ら
う

ん
じ
ゃ
！　

健け
ん

康こ
う

増ぞ
う

進し
ん

課か

か
エ
コ

バ
レ
ー
推す

い

進し
ん

課か

に
問と

い
合あ

わ
せ
る

ん
じ
ゃ
よ
。

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 

豊と
よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！
⑥

健け
ん

康こ
う

・
環か

ん

境き
ょ
う

ポ
イ
ン
ト
制せ

い

度ど

っ
て
？
　

《健康・環境ポイント制度の仕組み》

健康ポイントの対象　ウォーキングなど、
目標を決めた毎日の運動習慣▽チャレンジ
デー参加▽神鍋高原マラソン出場▽夏休み
ラジオ体操▽とよおかスポーツフェスティ
バル参加▽健康診断（人間ドック）▽認知症
フォーラム▽まちむらたんけん▽献血▽市
民健康相談など
環境ポイントの対象　電気使用量削減（前
年度月比マイナス）▽「コウノトリの舞ブラ
ンド」商品の購入▽グリーンカーテンの実
施▽湿地等を維持するためのボランティア
作業▽ノーマイカーデー参加▽環境経済事
業認定商品の購入など

たまる
ためる
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固定資産税のお知らせ
固定資産に異動があった
場合は申し出てください
　固定資産税は、毎年１月１
日に、固定資産（土地・家屋・
償却資産）を所有している人が、
その固定資産の所在する市町
村に納める税金です。
　平成27年中に次のような異動があった場合に
は、必ず申し出てください。
①土地の利用状況の変更
　（例）畑を埋め立てて資材置場にした。
②家屋の新築、増築、取り壊し
　（例）住宅を取り壊した、倉庫を増築した。　
③家屋の用途変更
　（例）店舗を専用住宅に変更した。
④登記をしていない家屋の所有者の変更
⑤その他、今年４月に送付した「課税明細書」の
内容の変更

※登記が完了した場合は、異動の申し出は不要
です。

※異動内容は、平成28年度分の課税から反映さ
れます。

豊岡市臨時職員募集
職種 募集人数 勤務場所 応募資格 職務内容等 雇用期間 勤務条件

管理栄養
士（代替） １人 健康増進課 管理栄養士免許所持者

乳幼児健診・
相談での栄養
指導、成人・
高齢者の栄養
関連事業など

平成27年12月14日～28年３
月31日
（以降６カ月以内を単位と
して更新し、平成29年７月
31日まで雇用予定。ただし、
産育休代替職員の必要がな
くなった場合には退職とな
ります。）

賃金：日額8,100円
勤務：１日７時間45分
　　　で週５日
休日：原則、土・日曜日、
　　　祝日

ボイラー
技士 ２人

五荘小学校
または豊岡
南中学校

ボイラー技
士免許２級
以上所持者

ボイラーの運
転、管理

平成27年11月13日～28年３
月24日
※雇用開始は、気候により
早まることがあります。
※原則として冬休み期間中
は、勤務がありません。

賃金：日額8,000円
勤務：１日７時間45分
　　　で週５日
休日：原則、土・日曜日、

祝日（休日に行事
があった場合は平
日と振り替え）

■選考方法　面接試験
■選考日時（予定）
　管理栄養士（代替）：11月20日（金）　
　ボイラー技士：10月20日（火）　
　※時間、場所は申込時に連絡します。
■申込方法　職員課にある申込書に、応募資格
で定める免許証の写しを添えて、職員課に提

出してください。
■申込期間
　管理栄養士（代替）：９月25日（金）～10月23日（金）
　ボイラー技士：９月25日（金）～10月９日（金）
　午前８時30分～午後５時15分
※土・日曜日、祝日を除く。

 《申込み・問合せ》職員課☎23-1326

償却資産の申告をしましょう！
平成27年度申告がまだの人は、至急申告を
　償却資産とは、会社や個人で事業を営んでい
る人が、その事業のために所有している資産（構
築物、機械および装置、車両および運搬具、工具・
器具・備品など）のことです。
　市内に償却資産を所有している人は、毎年１
月１日現在の所有状況の申告が必要です。
※耐用年数を経過したもの、前年度から増減が
ない場合や該当する資産がない場合でも、事
業を営んでいる限り、毎年申告が必要です。
※平成27年１月２日以降に新たに該当資産を取得
した人は、平成28年度分から申告してください。

～駐車場や共同住宅などの
　　　　　　　　不動産賃貸業を営む人へ～

　次のような事業用資産（家屋の評価に含まない
もの）を所有する人は、申告が必要です。

《問合せ》税務課☎21-9046または各振興局市民
福祉課

駐車場のアスファルト舗装、フェンス、側溝、
受変電設備、外灯（屋外配線）、集合郵便受け、
家具付マンションにおける備品など
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日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

市民会館　立野町　☎23-0255　 F 24-0952　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

とよおか・シネマオアシス｢体脂肪計タニタの社
員食堂｣
　タニタが社員の健康のために作った“タニタ食
堂”にまつわる実話とレシピ本から生まれた、痛
快エンターテインメント‼

10/18㊐
①10：30～
②14：00～

￥全席自由一般1,000円、中学生以下500円
◆チケット＝各プレイガイドで発売中
◆一時保育＝10/９㊎までに電話

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

第130回サロンコンサート
　ドレミ・ポップコーンクラブによる琴の演奏。曲目は｢秋のうた
メドレー｣｢いつも何度でも｣｢昴

すばる

｣ほか

10/３㊏
12：45～

◆サロンコンサートの出
演者を募集中

池
いけ
長
なが
一
かず
美
み
ジャズナイトスペシャル2015

　11歳から19歳までを豊岡市で過ごした池長一美さんのジャズコン
サート。プレステージ　豊岡南中学校吹奏楽部

10/25㊐
17：30～

￥一般2,500円、高校生以
下2,000円（当日500円増）
問池長一美ジャズナイト
スペシャル実行委員会☎
079-662-2967

但馬ハイスクールアートフェスティバル（高校生のためのアートプ
ロジェクト）
　但馬の高等学校文化部が、学校や学年の垣根を越えて集結。若さ
と情熱を音楽・演劇・展示等で発表

11/３㊋㊗
展示部門
11：00～17：00
ステージ部門
13：00～17：00

◆参加校募集中

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　 F 32-3898　Ｍ info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

パフォーミングアーツ・ツーリズム『城崎温泉ダンス旅』
①信頼度アップわ～く　２人１組で参加。１人が目を閉

じ、ダンサーの指導のもと、もう１人が別の場所に誘導
②左脳右脳刺激わ～く　ジャグリングに挑戦！
③コウノトリダンス！いいね‼　コウノトリの被り物を

かぶり、短いダンス作品を即興で創作。記念写真も撮れ
ます！

10/19㊊～22日㊍
①15：00～17：30
②15：00～18：00、
　20：00～21：30
③15：00～17：00、
　20：00～21：00

所①四所神社②木屋町小路
③温泉街各所（受付：木屋町
小路）
定①各回20人
◆所要時間＝①～③各回15
分程度
◆講師＝坂本公

こう
成
せい

＋
M
モ ノ ク ロ ー ム
onochrome C

サ ー カ ス
ircus

パフォーミングアーツ・ツーリズム『ダンサーを探せ!! in
城崎温泉』
　マップと風船を受け取り、城崎温泉街に隠れた｢ダンサ
ー｣を探す参加型パフォーマンス。最後まで参加すると、
記念品をプレゼント！

10/24㊏
①16：00～17：00、
②20：00～21：00
※小雨決行。荒天中止
※受付開始は各１時
　間前

所温泉街各所（受付：木屋町
小路）
◆演出＝坂本公成さん

（Monochrome Circus）
◆出演＝Mo n o c h r om e 
Circus、地元紛れダンサー
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催
し

企
画
展「

－

自
然
か
ら
の
お
く

り
も
の

－

丹
後
の
藤
織
り
」

日
開
催
中
〜
12
月
8
日
㊋
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
5
時（
入
館
は
午

後
4
時
30
分
ま
で
）※
休
館
日
：

㊌
所
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物

館
企
画
展
示
室
内
藤
織
り
の
伝

承
に
取
り
組
む「
丹
後
藤
織
り
保

存
会
」の
作
品
を
中
心
に
展
示
※

藤
織
り
…
山
に
自
生
す
る
藤ふ
じ

蔓づ
る

の

皮
を
糸
に
し
て
織
っ
た
織
物
￥
一

般
5
0
0
円
、
高
校
生
・
大
学
生

3
0
0
円
、
65
歳
以
上
2
5
0
円
、

小
・
中
学
生
2
0
0
円（
コ
コ
ロ

ン
カ
ー
ド
提
示
で
無
料
）※
障
害

者
手
帳
の
あ
る
方
は
半
額
他
会
期

中
、
作
品
の
一
部
展
示
替
え
予
定

問
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館

☎
56
–
1
0
0
0

伊
藤
清
永
賞
子
ど
も
絵
画
展

日
10
月
3
日
㊏
〜
11
月
10
日
㊋
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）※
休
館

日
：
㊌
、
10
月
31
日
㊏
〜
11
月
2

日
㊊
所
市
立
美
術
館「
伊
藤
清
永

記
念
館
」￥
一
般
3
0
0
円
、
高

校
生
・
大
学
生
・
65
歳
以
上
の
方
・

障
害
者
手
帳
の
あ
る
方
1
5
0

円
、
小
・
中
学
生
無
料
問
市
立
美

術
館「
伊
藤
清
永
記
念
館
」☎
52
–

5
4
5
6

豊
岡
市
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
心
か
ら
追
悼
の
誠
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
を
願
う

市
民
の
強
い
決
意
を
表
す
た
め
に
、

豊
岡
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し

ま
す
。

日
10
月
16
日
㊎
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
所
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル
他

手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り
問
社

会
福
祉
課
☎
24
–
7
0
3
3

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら

元げ
ん
き
ん
ぐ

気ing

ピ
ッ
ク

日
10
月
9
日
㊎
午
前
10
時
〜
正
午

所
総
合
体
育
館
内
運
動
会
ご
っ
こ

（
親
子
触
れ
合
い
遊
び
、
年
齢
別

競
技
、サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
な
ど
）対

元
気ing

会
員
お
よ
び
子
育
て
中

の
親
子
、
家
族
持
お
茶
、タ
オ
ル
、

あ
れ
ば
上
靴（
親
子
と
も
）

親
と
子
ど
も
の
た
め
の〝
小
さ
な

音
楽
会
〞

日
10
月
21
日
㊌
午
後
2
時
〜
2
時

50
分
所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

子
育
て
学
習
室
内
演
奏「
ア
ン
パ

ン
マ
ン
マ
ー
チ
」「
お
も
ち
ゃ
の

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」ほ
か
対
1
歳
以

上
の
幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者
定

1
2
0
人
◆
ゲ
ス
ト
＝
音
楽
ユ
ニ

ッ
トC
キ
ュ
ー

ue
他
整
理
券
は
10
月
7
日

㊌
か
ら
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
各
セ
ン
タ
ー
で
配
布【
共
通

事
項
】問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
24
–
4
6
0
4

鉄
道
・
バ
ス
ふ
れ
あ
い
祭
り

日
10
月
24
日
㊏
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
30
分
所
Ｊ
Ｒ
・
丹
鉄
豊
岡
駅

（
豊
岡
駅
西
ロ
ー
タ
リ
ー
、
豊
岡

車
両
基
地
）内
豊
岡
車
両
基
地
探

検
隊
、
あ
か
ま
つ
・
あ
お
ま
つ
・

く
ろ
ま
つ
号
ミ
ニ
列
車
乗
車
体

験
な
ど
問
都
市
整
備
課
☎
23
–

1
7
1
2

知
っ
て
安
心
く
ら
し
の
笑し
ょ
う

百ひ
ゃ
っ

科か

日
11
月
7
日
㊏
午
後
2
時
〜
4
時

所
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
内
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
等
の

講
演
◆
講
師
＝
弁
護
士
・
山
岸
久ひ
さ

朗お

さ
ん
定
3
0
0
人
申
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
問
に
連
絡
問
豊

岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
☎
21
–

9
0
0
1

10月は土地関係施策の理解を
深める｢土地月間｣です
～土地の先買い制度～
　市内で以下の土地を譲り渡そ
うとする方は、土地を譲渡しよ
うとする日の３週間前までに、
市に届け出なければなりません。
また、地方公共団体等に土地の
買取りを希望する場合には、その
旨を申し出ることができます。
〔届出が必要な面積〕
・都市計画施設の区域内等の土
　地…200㎡以上
・上記以外の土地…10,000㎡以
　上
〔申出ができる面積〕
市内全域…200㎡以上
～土地取引の届出制度～
　市内で5,000㎡以上の一団の土
地を取得した方は、契約を締結
した日から起算して２週間以内
に、市を経由して知事に届け出
なければなりません。
問都市整備課☎23-1712

下水道使用料改定の市民説明会
　下水道使用料改定に関する公営企業審査議会の答申内
容を説明し、市民の皆さんから意見を伺います。

日にち 時間 会場
10月15日㊍

午後７時30分～
９時（予定）

日高農業環境改善センター
１階多目的ホール

10月16日㊎ 竹野庁舎１階大会議室
10月18日㊐ 出石庁舎２階大会議室
10月19日㊊ 但東庁舎２階大会議室
10月21日㊌ 城崎庁舎２階大会議室
10月24日㊏ 豊岡庁舎２階大会議室
問下水道課☎22-1801



あ
い
う
え
お
茶
会

日
10
月
11
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
あ
い
う
え
お
事
務
所

（
昭
和
町
）内
琴
と
フ
ル
ー
ト
の
演

奏
を
聞
き
な
が
ら
日
本
文
化
を
楽

し
む
￥
2
0
0
円
問
に
ほ
ん
ご
豊

岡
あ
い
う
え
お
☎
20

4
0
3
7

ひ
だ
か
バ
ル
＆
ス
イ
ー
ツ

２
０
１
５

日
10
月
24
日
㊏
〜
11
月
1
日
㊐
所

日
高
町
内
参
加
店
各
所
内
5
枚
つ

づ
り
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
、
参

加
店
舗
1
店
に
つ
き
1
人
1
枚
で

バ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
受
け
る

￥
前
売
券
：
3
千
円
、
当
日
券
：

3
5
0
0
円
◆
前
売
券
＝
ミ
ニ
ス

ト
ッ
プ
西
芝
店
・
久
田
谷
店
、
豊

岡
劇
場
、
道
の
駅「
神
鍋
高
原
」、

参
加
店
舗
な
ど
で
販
売
中
問
ひ
だ

か
バ
ル
実
行
員
会（
豊
岡
市
商
工

会
日
高
支
部
）☎
42

1
2
5
1

日
高
文
化
協
会
か
ら

日
高
文
化
協
会
文
化
祭

日
10
月
18
日
㊐
午
後
1
時
〜
内
合

唱
、
詩
吟
、
民
謡
、
筝
曲
、
吹
奏

楽
、
舞
踊
な
ど

日
高
文
化
協
会
協
会
展

日
10
月
31
日
㊏
〜
11
月
1
日
㊐
午

前
10
時
〜
午
後
8
時（
最
終
日
は

午
後
4
時
ま
で
）内
写
真
、
押
し

花
、
書
道
、
生
け
花
の
展
示
▽
共

同
募
金
茶
会【
共
通
事
項
】所
日
高

文
化
体
育
館
大
ホ
ー
ル
問
日
高
文

化
協
会
事
務
局（
日
高
文
化
体
育

館
内
）☎
42

2
5
0
5

大
石
り
く
ま
つ
り

日
内
所
10
月
24
日
㊏
午
前
9
時
15

分
〜
10
時
・
大
石
り
く
追
悼
法
要

（
香
林
会
館
）▽
25
日
㊐
午
前
9
時

30
分
〜
・
会
場
イ
ベ
ン
ト（
市
役

所
市
民
広
場
）、
市
中
パ
レ
ー
ド

（
豊
田
通
〜
宵
田
通
〜
大
開
通
）問

大
石
り
く
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局（
豊
岡
観
光
協
会
内
）☎
22

8
1
1
1

改
正
法
人
税
法
等
説
明
会

日
10
月
20
日
㊋
午
後
1
時
30
分
〜

所
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

2
階
多

目
的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）問
豊
岡
税

務
署
法
人
課
税
第
1
部
門
☎
22

2
1
5
9

豊
岡
病
院
祭

日
10
月
24
日
㊏
午
前
9
時
〜
午
後

2
時
所
豊
岡
病
院
内
体
験
コ
ー
ナ

ー
：
腹
腔
鏡
体
験
、
調
剤
体
験
、

顕
微
鏡
で
組
織
観
察
な
ど
▽
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
▽
映
画
上
映
会

「
う
ま
れ
る　

ず
っ
と
、
い
っ
し

ょ
。」▽
模
擬
店
：
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
焼
き
ち

く
わ
な
ど
問
豊
岡
病
院
管
理
課
☎

22

6
1
1
1

写
真
展『
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て
』

日
10
月
17
日
㊏
〜
25
日
㊐
午
前
9

時
〜
午
後
5
時（
17
日
は
正
午
〜
）

所
豊
岡
稽
古
堂
3
階
交
流
室
3

1
内
但
馬
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ
25
周
年
記
念
写
真
展
覧
会
問

但
馬
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
ク
ラ

ブ
・
真
田
さ
ん
☎
54

0
4
3
5

フ
ォ
ー
ラ
ム「
山
の
動
物
と

森
の
あ
り
方
を
考
え
る
Ⅶ
」

日
10
月
25
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

5
時
所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
内
講
演「
炭
焼
き
と
地
域
資

源
の
活
用
」講
師
：
神
鍋
白
炭
工

房
・
田
沼
光
詞
さ
ん
▽
フ
ォ
ー
ラ

ム「
シ
カ
を
減
ら
す
に
は
?
」問
ひ

ょ
う
ご
エ
コ
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
大
西
さ
ん
☎
96

1
1
3
0

募
集

男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
懇
話
会
委
員

対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上（
4
月

1
日
現
在
）の
方
で
、
平
日
に
開

催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

（
任
期
中
5
回
程
度
）定
2
人（
男

女
各
1
人
）◆
任
期
＝
委
員
委
嘱

の
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
ま

で
◆
報
酬
＝
会
議
に
出
席
し
た
場

合
、
規
定
の
謝
金
を
支
払
い
ま
す

申
10
月
15
日
㊍
ま
で
に
所
定
の
用

紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

を
問
に
提
出
他
10
月
下
旬
に
選
考

結
果
を
全
員
に
通
知
問
生
涯
学
習

課
☎
23

0
3
4
1

〝
歩あ
る

キき

ンん

グぐ

〞選
手
権

「
お
食
事
券
」利
用
可
能
飲
食
店

対
職
場
対
抗〝
歩
キ
ン
グ
〞選
手
権

（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）の
景
品「
お
食

事
券
」の
利
用
店
舗
と
し
て
協
力

で
き
る
市
内
飲
食
店
申
10
月
16
日

㊎
ま
で
に
問
に
電
話
問
健
康
増
進

課
☎
21

9
0
9
5

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

特
別
企
画『
オ
ト
ナ
な
恋
コ
ン
』

日
10
月
17
日
㊏
男
性
：
午
後
5
時

15
分
、
女
性
：
午
後
5
時
45
分

所S

ソ
ー
ザ
イ

O
ZA

I r

レ

ス

ト

ラ

ン

estaurant B

ブ
ル
ー
タ
ス

rutus

（
立
野
町
）内
40
歳
以
上
の
方
必
見

!
大
人
の
恋
活
や
り
ま
す
!!
対
男

性
：
40
〜
55
歳
、
女
性
：
35
〜
45

歳
の
独
身
の
方
※
男
性
は
本
市
在

住
ま
た
は
在
勤
の
方
定
男
女
各
10

人
￥
男
性
5
千
円
、
女
性
2
千
円
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申
10
月
13
日
㊋
ま
で
に
参
加
イ
ベ

ン
ト
名
、
氏
名
、
携
帯
電
話
番
号
、

住
所
、
生
年
月
日
を
問
に
連
絡

第
24
回
イ
ベ
ン
ト『
恋
し
て
♡
た

こc

ち
ゅ
う

hu

♪
』

日
10
月
25
日
㊐
男
性
：
午
前
9
時

30
分
、
女
性
：
午
前
9
時
45
分
所

R

リ
ス
ト
ラ
ン
テ

istorante p

ポ
ル
コ

orco R

ロ
ッ
ソ

osso

Ⅱ（
中

央
町
）内
み
ん
な
大
好
き
、
た
こ

パ
で
盛
り
上
が
ろ
う
!
対
20
〜
40

歳
の
独
身
男
女
※
男
性
は
本
市
在

住
ま
た
は
在
勤
の
方
定
男
女
各
12

人
￥
男
性
3
5
0
0
円
、
女
性

1
5
0
0
円
申
10
月
19
日
㊊
ま
で

に
参
加
イ
ベ
ン
ト
名
、
氏
名
、
携

帯
電
話
番
号
、
住
所
、
生
年
月
日

を
問
に
連
絡【
共
通
事
項
】問
豊
岡

市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
23

2
5
7
3
Ｍheart-p@

toyooka-w
el.jp

Ｈ
あ
り

但
馬
地
域
こ
う
の
と
り
大
使
に

よ
る
縁
結
び
交
流
会
参
加
者

日
11
月
15
日
㊐
午
前
11
時
〜
午
後

3
時
30
分
所
県
立
但
馬
長
寿
の
郷

（
養
父
市
八
鹿
町
）対
県
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
独
身
男
女（
男
性
は

但
馬
在
住
、
在
勤
を
優
先
）内
1

対
1
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
ラ
ン
チ
な

ど
定
男
女
各
15
人（
抽
選
）￥
男
性

3
5
0
0
円
、
女
性
2
千
円
申
10

月
28
日
㊌
ま
で
に
所
定
の
用
紙

（
但
馬
青
少
年
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
問
に
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
問
但
馬
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
0
7
9

6
6
2

7
7
0
1（
㊌
㊍
㊏

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
15
分
）

市
民
プ
ラ
ザ
か
ら

新
春
フ
ァ
ミ
リ
ー
音
楽
祭
出
演
者

日
平
成
28
年
1
月
24
日
㊐
午
後
2

時
〜
内
歌
・
楽
器
演
奏
ま
た
は
そ

れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
で
1
家
族
1

〜
2
曲
程
度
発
表
予
定（
カ
ラ
オ

ケ
可
）対
2
人
以
上
の
家
族（
親

戚
）申
12
月
20
日
㊐
ま
で
に
所
定

の
用
紙
を
問
に
提
出

舞
台
技
術
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
受
講
者

日
12
月
2
日
㊌
・
9
日
㊌
・
16
日

㊌
、
平
成
28
年
1
月
13
日
㊌
午
後

6
時
〜
、
1
月
23
日
㊏
・
24
日
㊐

対
但
馬
地
域
在
住
の
方
で
、
右
記

音
楽
祭
の
前
日
準
備
と
本
番
に
参

加
で
き
る
方
定
10
人
程
度
申
11
月

30
日
㊊
ま
で
に
所
定
の
用
紙
を
問

に
提
出【
共
通
事
項
】所
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
問
豊
岡

市
民
プ
ラ
ザ
☎
24

3
0
0
0

豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
保
健
師
ま

た
は
看
護
師
・
2
人
対
昭
和
32
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
健

師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
資
格
取

得
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
◆
試

験
日
＝
11
月
8
日
㊐
◆
採
用
予
定

日
＝
平
成
28
年
4
月
1
日
申
10
月

5
日
㊊
〜
20
日
㊋
に
必
要
書
類

を
問
に
提
出
問
豊
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
企
画
総
務
課
☎
23

2
5
7
3

お
も
し
ろ
た
の
し　

み
え
こ
ど

も
園
栄
養
士

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
常
勤
栄
養

士
・
1
人
対
栄
養
士
資
格
・
調
理

師
免
許
所
持
者
◆
試
験
日
＝
10
月

18
日
㊐
※
事
前
に
調
理
実
習
試
験

あ
り
◆
採
用
予
定
日
＝
平
成
28
年

4
月
1
日
申
10
月
13
日
㊋
ま
で
に

必
要
書
類
を
問
に
提
出（
消
印
有

効
）他
採
用
結
果
を
10
月
30
日
㊎

に
通
知
問
お
も
し
ろ
た
の
し　

み

え
こ
ど
も
園
☎
24

0
4
6
2

こ
く
ふ
こ
ど
も
園
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
保
育
教

諭（
正
規
・
準
職
員
・
パ
ー
ト
職

員
）・
若
干
名
対
保
育
士
資
格
と

幼
稚
園
教
諭
免
許
取
得
ま
た
は
取

得
見
込
み
の
方
◆
試
験
日
＝
申
込

者
に
後
日
連
絡
◆
採
用
予
定
日
＝

平
成
28
年
4
月
1
日
申
11
月
30
日

㊊
ま
で
に
必
要
書
類
を
問
に
提
出

（
必
着
）問
こ
く
ふ
こ
ど
も
園
☎
42

1
7
1
7

愛
育
会
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
①
常
勤
保

育
士
・
若
干
名
②
常
勤
調
理
師
・

1
人
対
①
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園

教
諭
免
許
取
得
ま
た
は
取
得
見
込

み
の
方（
短
大
・
専
門
学
校
卒
業

以
上
）②
調
理
師
免
許
所
持
者
◆

勤
務
地
＝
出
石
愛
育
園（
出
石
町

町
分
）・
小
坂
保
育
園（
出
石
町
小

坂
）◆
試
験
日
・
所
＝
10
月
24
日

㊏
・
出
石
愛
育
園
◆
採
用
予
定
日

＝
平
成
28
年
4
月
1
日
申
10
月
16

日
㊎
ま
で
に
必
要
書
類
を
問
に
提

出（
消
印
有
効
）問
出
石
愛
育
園
☎

52

2
1
3
7

調
理
ス
タ
ッ
フ
講
習
会
受
講
者

日
11
月
2
日
㊊
・
4
日
㊌
・
5
日

㊍
・
6
日
㊎
・
9
日
㊊
・
11
日
㊌
・

12
日
㊍（
全
7
回
）午
前
10
時
〜
午

後
4
時
所
日
高
地
区
公
民
館
内
調

理
全
般
の
知
識
・
技
能
の
習
得
※

最
終
日
の
午
後
か
ら
合
同
就
職
面

接
会
で
面
接
あ
り
対
就
職
を
希
望

す
る
55
歳
以
上
の
方
ま
た
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る

方
申
9
月
18
日
㊎
〜
10
月
23
日
㊎

に
問
に
電
話
問
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
協
会
☎
0
7
8

3
7
1

8
0
1
2
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体
験
入
園

日
10
月
26
日
㊊
〜
30
日
㊎
午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分
対
0
〜
5
歳

児
と
そ
の
保
護
者
◆
園
名
・
定
・

問
＝
き
よ
た
き
認
定
こ
ど
も
園
・

3
組
・
☎
45

0
4
5
0
▽
み
か

た
の
森
こ
ど
も
園
・
2
組
・
☎
44

0
6
1
0
▽
静
修
保
育
園
・
2

組
・
☎
42

1
0
5
6
▽
蓼
川
保

育
園
・
2
組
・
☎
42

0
1
6
9

▽
蓼
川
第
二
保
育
園
・
2
組
・
☎

42

1
1
2
2
▽
こ
く
ふ
こ
ど
も

園
・
3
組
・
☎
42

1
7
1
7
▽

八
代
保
育
園
・
3
組
・
☎
42

1
7
3
1
￥
1
日
2
0
0
円（
幼

児
の
み
給
食
体
験
）申
10
月
13
日

㊋
〜
15
日
㊍
に
各
園
所
定
の
用
紙

を
問
に
提
出

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

青
年
海
外
協
力
隊

対
20
〜
39
歳
の
日
本
国
籍
の
方

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
40
〜
69
歳
の
日
本
国
籍
の
方

【
共
通
事
項
】内
開
発
途
上
国
の

人
々
と
共
に
生
活
し
な
が
ら
行
う

海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
10
月

1
日
㊍
〜
11
月
2
日
㊊
に
必
要
書

類
を
問
に
郵
送（
消
印
有
効
）問

J
I
C
A
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
☎

0
7
8

2
6
1

0
3
5
2

但
馬
技
術
大
学
校
学
生

◆
募
集
学
科
・
人
数
＝
機
械
制
御

工
学
科
、
建
築
工
学
科
、
自
転
車

工
学
科
・
各
20
人
程
度
対
大
学
・

高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
ま
た

は
既
卒
者
◆
試
験
日
＝
11
月
28
日

㊏
申
11
月
5
日
㊍
〜
20
日
㊎
に
必

要
書
類
を
問
に
提
出
問
但
馬
技
術

大
学
校
☎
24

2
2
3
3

遊
友
体
験
活
動
参
加
者

日
10
月
24
日
㊏
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
所
県
立
南
但
馬
自
然
学
校

（
朝
来
市
）内
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
、

ド
ン
グ
リ
の
ポ
ッ
ト
苗
作
り
￥
50

円
申
10
月
19
日
㊊
ま
で
に
問
に
電

話
問
県
立
南
但
馬
自
然
学
校
☎

0
7
9

6
7
6

4
7
3
1

教
室
・
講
座

豊
岡
市
も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

日
10
月
27
日
㊋
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

 

2
階
第
1
交
流
室（
大
磯
町
）内
講

演
①「
腐
食
損
傷
か
ら
学
ぶ
金
属

の
腐
食
・
防
食
」講
師
：
ト
ー
カ

ロ
㈱
溶
射
技
術
開
発
研
究
所
技
術

支
援
セ
ン
タ
ー
長
・
高
谷
泰
之
さ

ん
▽
講
演
②「
鋼
の
水
素
脆
性
と

そ
の
対
策
」講
師
：
県
立
大
学
名

誉
教
授
・
椿
野
晴
繁
さ
ん
対
企
業

の
技
術
者
な
ど
申
10
月
23
日
㊎
ま

で
に
問
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

問
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
☎
21

9
0
2
4
Ｆ
22

3
8
7
2

防
火
管
理
講
習

乙
種
防
火
管
理
講
習

日
11
月
18
日
㊌
午
前
9
時
30
分
〜

対
消
防
法
第
8
条
第
1
項
の
規
定

で
、
防
火
管
理
者
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
防
火
対
象
物
の
う
ち
、

乙
種
防
火
対
象
物
で
防
火
管
理
上

必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
で
き

る
管
理
的
ま
た
は
監
督
的
な
立
場

の
方
￥
3
千
円（
テ
キ
ス
ト
、
使

用
器
材
費
用
含
む
）定
10
人

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
11
月
19
日
㊍
午
前
9
時
45
分
〜
、

20
日
㊎
午
前
9
時
30
分
〜
対
消
防

法
第
8
条
第
1
項
の
規
定
で
、
防

火
管
理
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
防
火
対
象
物
で
、
防
火
管
理

上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
で

き
る
管
理
的
ま
た
は
監
督
的
な

立
場
の
方
￥
5
千
円（
テ
キ
ス
ト
、

使
用
器
材
費
用
含
む
）定
50
人
他

両
日
と
も
同
じ
方
が
受
講【
共
通

事
項
】所
消
防
本
部
3
階
会
議
室

申
10
月
13
日
㊋
〜
30
日
㊎
に
消
防

本
部
、
各
分
署
、
出
張
所
、
お
よ

び
駐
在
所
に
あ
る
申
込
用
紙（
消

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）を
問
に
提
出
問
消
防
本
部
予

1
と

0月８
よお か

日は｢とよおか家族の日｣
10月は｢とよおか家族の月間｣
～家族で一緒に過ごしましょう～
　子どもは教育の原点である家庭の中で、信頼や
思いやり、愛情をもった温かい関わりや体験を通
して多くのことを学び、社会に目を向けて、頑張
る力を身に付けます。
　一方で、地域のつながりの希薄化が進んでおり、
子育てや家庭教育を支える環境も大きく変化して
います。こうした｢家族｣に関わる問題を見つめ直
し、将来を担う子どもたちの成長を家族だけでは
なく、地域全体で応援することが大切です。
問生涯学習課☎23-0341

｢とよおか家族の日｣関連事業｢モンゴルの白い馬｣
日10月24日㊏午後１時30分～２時45分
所豊岡市民プラザほっとステージ
内劇団風の子関西公演｢モンゴルの白い馬｣
対３歳以上の幼児、小・中学生とその家族
定300人
￥大人700円、小・中学生200円、幼児（３歳以上）
100円▽チケットは子育て総合センターおよび各
センターで販売中
他一時保育あり（１歳半～。10月15日㊍までに申
込み）
問子育て総合センター☎24-4604
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（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

防
課
☎
24

8
0
4
5

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）

日
10
月
17
日
〜
平
成
28
年
1
月
30

日
の
㊏（
全
13
回
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分
所
出
石
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
第
2
会
議
室
定
20
人
￥
テ
キ
ス

ト
代
3
2
4
0
円
対
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学（
高
校
生
以
上
）の
16

歳
以
上
の
方
で
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座（
入
門
課
程
）終
了
ま
た
は
同

等
以
上
の
知
識
・
技
術
の
あ
る
方

申
10
月
13
日
㊋
ま
で
に
問
に
電
話

問
社
会
福
祉
課
☎
24

7
0
3
3

ま
た
は
た
じ
ま
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
☎
24

8
0
0
8

絵
本
作
家「
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
」

 

講
演
会

日
11
月
1
日
㊐
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
所
豊
岡
稽
古
堂
3
階
交
流
室

内
講
演「
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
と
っ
て

お
き
の
話
〜『
あ
ら
し
の
よ
る
に
』

の
ひ
み
つ
〜
」講
師
：
絵
本
・
児

童
文
学
者
・
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
さ

ん
定
1
0
0
人
￥
大
人
7
0
0
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）◆
主
催
＝
豊

岡
お
は
な
し
の
く
に
申
10
月
5
日

㊊
か
ら
図
書
館
本
館
・
分
館
な
ど

に
あ
る
チ
ラ
シ
で
申
込
み
問
豊
岡

お
は
な
し
の
く
に
・
堂
垣
さ
ん
☎

0
9
0

1
5
8
7

0
0
5
8

兵
庫
慢
性
腎
臓
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
２
０
１
５

日
11
月
15
日
㊐
午
後
1
時
〜
4
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
っ
と
ス
テ

ー
ジ
内
講
演
①
基
調
講
演「
慢
性
腎

臓
病
の
基
礎
知
識
」講
師
：
日
高

医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
・
三
木
哲

雄
さ
ん
②
食
事
管
理「
慢
性
腎
臓

病
で
の
食
事
療
法
」講
師
：
日
高

医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養
士
・
中

島
む
つ
み
さ
ん
③
体
験
談「
糖
尿

病
か
ら
の
透
析
導
入
」講
師
：
兵

庫
県
腎
友
会
④
豊
岡
市
の
施
策
▽

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
座
長
：

神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
腎
・

血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
西
愼
一
さ

ん
）申
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
、参
加
人
数
を
問
に
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
問
兵
庫
県
腎
友
会

☎
0
7
8

3
7
1

4
3
8
2

（
㊊
〜
㊎
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

Ｆ
0
7
8

3
7
1

8
8
4
0

Ｍnpohyogojin@
nifty.com

但
馬
地
区
精
神
保
健
福
祉
研
修
会

日
10
月
28
日
㊌
午
後
1
時
30
分
〜

午
後
4
時
所
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
内

講
演「
当
事
者
が
希
望
を
も
っ
て
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
を
め

ざ
し
て
〜
当
事
者
・
家
族
・
地
域

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う
〜
」

講
師
：
但
馬
県
民
局
豊
岡
健
康
福

祉
事
務
所
長
・
柳
尚
夫
さ
ん
▽
但

馬
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
報
告

「
知
っ
て
く
だ
さ
い
、
私
た
ち
の

活
動
!
」申
10
月
16
日
㊎
ま
で
に

問
に
電
話
問
て
っ
せ
ん
の
会
家
族

会
事
務
局
☎
52

5
6
4
2
ま
た

は
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保

健
課
☎
26

3
6
7
2

炭
焼
き
教
室

日
11
月
8
日
㊐
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時
※
雨
天
決
行
所
竹
野
南

森
林
公
園
※
受
付（
午
前
9
時
〜
）

は
竹
野
南
地
区
公
民
館
内
炭
作
り

体
験
。
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
調
理（
食
材
は
用
意
し
ま
す
）定

10
人
※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者

同
伴
￥
千
円
申
10
月
27
日
㊋
ま
で

に
問
に
電
話
問
竹
野
振
興
局
地
域

振
興
課
☎
47

1
1
1
1

兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
水
泳（
6
月
19
〜
21
日
、神
戸
市
）

■
男
子
4
0
0
m
自
由
形　

1
位
、

　

4
0
0
m
フ
リ
ー
リ
レ
ー 

1
位

▽
澁し
ぶ

谷た
に

鉄て
つ

人と（
報
徳
学
園
高
等
学

　
校
2
年
、日
高
町
観
音
寺
出
身
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
水
泳（
8
月
17
〜
20
日
、京
都
府
）

■
男
子
2
0
0
m
自
由
形　

5
位
、

　

4
0
0
m
自
由
形　

4
位
、
4

　

0
0
m
フ
リ
ー
リ
レ
ー　

優
勝

▽
澁
谷
鉄
人

国
体
最
終
選
考
会

○
剣
道（
5
月
30
・
31
日
、京
都
市
）

■
個
人　

5
位

▽
桑
島
葉
月（
福
知
山
成
美
高
等

　
学
校
2
年
、
出
石
町
宮
内
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
京
都
府
予
選

○
剣
道（
6
月
14
日
、
京
都
市
）

■
団
体　

3
位（
近
畿
大
会
出
場
）、

　

個
人　

ベ
ス
ト
8

▽
桑
島
葉
月

京
都
府
私
学
総
合
体
育
大
会

○
剣
道（
8
月
29
日
、
京
都
市
）

■
団
体　

優
勝

▽
桑
島
葉
月

優
良
愛
育
班
員
知
事
表
彰

○
竹
野
愛
育
班

▽
安
田
早
苗（
竹
野
町
竹
野
）
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認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る

認
知
症
相
談

日
11
月
4
日
㊌
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
立
野
庁
舎
内
認
知
症
・
介

護
に
関
す
る
相
談
◆
認
知
症
サ
ポ

ー
ト
医
＝
中
治
隆
宏
さ
ん
申
10
月

29
日
㊍
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
を
問
に
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
申
高
年
介
護
課
☎
29

0
0
5
5
Ｆ
29

3
1
4
4

司
法
書
士
に
よ
る

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
10
月
17
日
㊏
午
後
1
時
〜
8
時

※
予
約
制
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
練

習
室
B
内
相
続
・
登
記
・
多
重
債

務
・
消
費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の

相
談
申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但

馬
支
部
☎
23

8
0
1
1

行
政
書
士
に
よ
る

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
10
月
17
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

（
大

磯
町
）内
遺
言
・
相
続
の
相
談
申

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
金
無
料
相
談
会

日
11
月
3
日
㊋
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
所
コ
ー
プ
デ
イ
ス
豊
岡（
加

広
町
）内
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

な
ど
の
相
談
問
兵
庫
県
社
会
保

険
労
務
士
会
但
馬
支
部
☎
24

8
6
7
7

建
築
士
に
よ
る

住
宅
耐
震
改
修
無
料
相
談
会

日
10
月
17
日
㊏
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
2
時
〜
4
時
所
豊
岡
稽
古
堂

1
階
交
流
室
1

1
内
昭
和
56
年

5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
戸
建

て
住
宅
の
耐
震
改
修
の
相
談
問
兵

庫
県
建
築
士
事
務
所
協
会
但
馬
支

部
☎
36

3
2
0
7

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

土
地
月
間
の
不
動
産
無
料
相
談
会

日
10
月
13
日
㊋
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
※
予
約
制
所
豊
岡
稽
古

堂
1
階
交
流
室
1

1
内
不
動
産

の
価
格
・
賃
料
な
ど
の
相
談
申
問

兵
庫
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
☎

0
7
8

3
2
5

1
0
2
3

法
務
局
休
日
相
談
所

日
10
月
4
日
㊐
①
午
後
1
時
〜
②

午
後
2
時
〜
4
時
所
豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ
内
①
公
証
人
に
よ
る
公
開
講

座「
遺
言
と
任
意
後
見
」②
相
続
や

遺
言
、
境
界
な
ど
の
相
談
定
30
人

程
度
問
神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支

局
☎
23

0
4
1
7

そ
の
他

２
０
０
日
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
記
録
達
成
表
彰

　

豊
岡
市
は
平
成
27
年
1
月
10
日

か
ら
2
0
0
日
間
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
の
記
録
を
達
成
し
、
8
月
21

日
に
兵
庫
県
交
通
安
全
対
策
委
員

会
会
長（
兵
庫
県
知
事
）か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

問
生
活
環
境
課
☎
21

9
0
0
1

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

内
10
月
期
の
児
童
手
当（
6
〜
9

月
分
）◆
振
込
日
＝
10
月
15
日
㊍

問
市
民
課
☎
21

9
0
1
5
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

就
学
前
健
康
診
断
の
実
施

日
10
月
下
旬
〜
11
月
※
日
程
、
会

場
な
ど
の
詳
細
は
10
月
上
旬
に
郵

送
。
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ

せ
対
平
成
28
年
4
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
幼
児（
平
成
21
年
4
月

2
日
〜
22
年
4
月
1
日
生
）問
こ

ど
も
教
育
課
☎
23

1
4
5
1

稲
葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の

 

事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

日
9
月
25
日
㊎
〜
換
地
処
分
公
告

の
日
※
㊏
㊐
㊗
を
除
く
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分
所
稲
葉
川

区
画
整
理
推
進
室（
日
高
庁
舎
内
）

内
稲
葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
変
更
問
稲
葉
川
区
画
整

理
推
進
室
☎
42

1
1
1
1

地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧

日
10
月
9
日
㊎
〜
29
日
㊍
※
㊏
㊐

㊗
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

所
本
庁
舎
2
階
地
籍
調
査
課
内
対

象
区
域
の
地
籍
図（
案
）、
地
籍
簿

（
案
）

戸
牧　

甚じ
ん

五ご

郎ろ
う

谷だ
に

、細ほ
そ

見み

、藤と
う

彦ひ
こ

、

カ
ン
ノ
ウ
、肱ひ
じ

田た

、東ひ
が
し

谷た
に

▽
上
陰  

カ
ン
ナ
岩い
わ

、ヲ
ヲ
ザ
イ
、コ
ヲ
ミ
ガ

タ
ニ
▽
栃
江　
天て
ん

福ぶ
く

、明み
ょ
う

谷だ
に

、ヲ
シ

ロ
ノ
谷た
に

、タ
ナ
ダ
、上か
み

中じ
ゅ
う

、徳と
く

井い

、坂さ
か

谷だ
に

、蜂は
ち

ケが

崎さ
き

、祭さ
い

神か
ん

分ぶ

、※
甲か

斐い

中な
か

▽
新
堂　
門も
ん

谷だ
に

、坪つ
ぼ

井い

、上う
え

野の

▽
岩

熊　
熊く
ま

田だ

、大お
お

井い

、大だ
い

門も
ん

、鎌か
ま

田た

、向む
か
い

田だ

、※
田た

嶋し
ま

、四よ

ツつ

田だ

▽
伊
賀
谷　

大お
お

テ
、柳や
な

井い

岩い
わ

、岡お
か

田だ

、岩い
わ

崎さ
き

、河か
わ
ら原

田だ

、行ぎ
ょ
う

ノの

岡お
か

、堂ど
う

ノの

下し
た

、源げ
ん

太た

郎ろ
う

、屋や

ナ
イ
谷た
に

、庵あ
ん

田で
ん

、大だ
い

明み
ょ
う

神じ
ん

、七な

草ぐ
さ

子こ

、

ヲ
イ
ゴ
、ド
ウ
ド
ウ
、大お
お

牧べ
ら

、大お
お

杉す
ぎ

▽
岩
井　

縁え
ん

谷だ
に

、ソ
ウ
ケ
▽
宮
井

　

東ひ
が
し

、町ま
ち

ノ
ヲ
サ
、堂ど

分ぶ

、舟ふ
な

田だ

ケが

坪つ
ぼ

、竹た
け

黒ぐ
ろ

、※
朝あ
さ

柄が
ら

、津つ

田だ

、段だ
ん

子ご

熊く
ま

、

二に

ノの

橋は
し

、布ぬ
の

垣が
き

、ウ
ツ
ギ
ヤ
、神か
ん

内な

岩い
わ

、山や
ま

本も
と

、八や

幡は
た

、鴨か
も

游お
よ
ぎ

、布ふ

久く

比い

▽

竹
野
町
川
南
谷　

イ
ガ
谷だ
に

口ぐ
ち

、二ふ
た

相
談

女
性
の
た
め
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

日
10
月
16
日
㊎
①
午
後
1
時
〜
②

午
後
2
時
〜
③
午
後
3
時
〜
所
市

民
会
館
4
階
小
会
議
室
内
個
別

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
1
人
50
分
限

度
）対
結
婚
や
出
産
、
介
護
な
ど

を
機
に
退
職
し
た
が
、
再
就
職
や

地
域
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

方
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
相

談
し
た
い
方
、
家
計
を
う
ま
く
や

り
く
り
し
た
い
方
◆
相
談
員
＝
2

級
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
技
能
士
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

2
級
・
福
田
真
弓
さ
ん
定
3
人（
各

時
間
帯
1
人
）申
10
月
5
日
㊊
〜

氏
名
、
連
絡
先
、
希
望
の
時
間
帯
、

お
よ
び
一
時
保
育（
原
則
、
1
歳

半
以
上
の
幼
児
・
無
料
）の
有
無

を
問
に
電
話
問
生
涯
学
習
課
☎
23

0
3
4
1

調
停
相
談

日
10
月
25
日
㊐
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
3
時
所
出
石
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
民
事
上
、
家
事
上
の
も
め

ご
と
の
相
談
や
調
停
の
手
続
き
案

内
問
豊
岡
簡
易
裁
判
所
☎
22

2
3
0
4
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ツつ

町ま
ち

田だ

、谷た
に

川が
わ

、岩い
わ

蔵ぐ
ら

▽
日
高
町
河

江　

カ
ケ
田だ

、三さ
ん

反だ
ん

田だ

、コ
ウ
ロ
、

浪な
み

谷だ
に

▽
日
高
町
久
斗　

池い
け
の
は
た端

、荒あ
ら

堀ぼ
り

、川か
わ

端ば
た

、前ま
え

田だ（
太
字
は
大
字
名
。

※
は
小
字
の一部
対
象
と
な
る
も
の
）

問
地
籍
調
査
課
☎
21

9
0
6
4

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給

者
証
を
更
新

対
12
月
31
日
ま
で
有
効
の
特
定
医

療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証
の
あ

る
方
で
、
平
成
28
年
1
月
1
日
以

降
も
引
き
続
き
受
給
者
証
の
交
付

を
希
望
す
る
方
申
10
月
1
日
㊍
〜

11
月
30
日
㊊
に
必
要
書
類
を
問
に

提
出
他
更
新
手
続
き
の
案
内
を
9

月
末
ま
で
に
郵
送
▽
12
月
28
日
ま

で
受
付
可
。た
だ
し
、新
し
い
受
給

者
証
は
、
平
成
28
年
1
月
1
日
以

降
に
発
送
問
豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所
地
域
保
健
課
☎
26

3
6
7
2

花
火
大
会
募
金
の
お
礼

　

多
く
の
団
体
・
個
人
か
ら
募
金

に
協
力
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
花

火
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

柳
ま
つ
り
花
火
大
会

募
金
額
67
万
円（
団
体
・
個
人

4
2
1
件
）問
柳
ま
つ
り
実
行
委

員
会（
豊
岡
商
工
会
議
所
内
）☎
22

4
4
5
6

日
高
夏
ま
つ
り
花
火
大
会

花
火
玉
募
金
5
万
5
0
6
8
円
問

日
高
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
☎
42

1
2
5
1

た
け
の
海
上
花
火
大
会

募
金
額
1
3
8
万
1
1
0
0
円
問

竹
野
町
海
上
花
火
大
会
実
行
委
員

会
☎
47

1
0
8
0

「
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
」

豊
岡
市
民
応
援
デ
ー

日
10
月
24
日
㊏
午
後
2
時
試
合
開

始
所
ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸

内
無
料
観
戦
チ
ケ
ッ
ト（
相
手
：

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
）プ
レ
ゼ
ン

ト
※
バ
ッ
ク
自
由
席
対
市
内
在
住

者
定
2
0
0
人（
抽
選
）申
10
月
10

日
㊏
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
①
申

込
人
数（
5
人
ま
で
）②
申
込
者
全

員
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
面
に
は

返
信
先
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
上
、

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
豊
岡
市
民
応
援

デ
ー
係（
〒
6
5
2

0
8
5
5
、

神
戸
市
兵
庫
区
御
崎
町
1

2

1
）に
郵
送
問
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
☎
0
7
8

6
5
1

1
2
2
2

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

日
9
〜
11
月
内
国
は
、
都
道
府
県
、

政
令
指
定
市
お
よ
び
高
速
道
路
会

社
と
連
携
し
て
、
全
国
道
路
・
街

路
交
通
情
勢
を
調
査
◆
目
的
＝
道

路
と
道
路
交
通
の
実
態
を
把
握
し
、

道
路
の
計
画
、
建
設
、
管
理
な
ど

の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
◆
調
査

方
法
＝
道
路
の
状
況
調
査
や
自
動

車
の
所
有
者（
無
作
為
抽
出
）対
象

の
ア
ン
ケ
ー
ト
問
国
土
交
通
省
兵

庫
国
道
事
務
所
計
画
課
☎
0
7
8

3
3
4

1
6
0
0

宿
泊
車
優
待
通
行
パ
ス
、
一
日

乗
り
放
題
観
光
パ
ス
販
売

内
①
宿
泊
車
優
待
通
行
パ
ス
：
播

但
連
絡
道
路
を
利
用
し
て
対
象
施

設
に
宿
泊
す
る
と
復
路
の
通
行
料

金
を
還
元
②
一
日
乗
り
放
題
観
光

パ
ス
：
沿
線
観
光
施
設
な
ど
の
割

引
優
待
を
セ
ッ
ト
し
て
、播
但
連
絡

道
路
の
全
区
間
を
定
額
で
一
日
自

由
に
乗
り
降
り
対
軽
自
動
車（
自

動
2
輪
も
含
む
）、普
通
車
￥
①
通

常
の
往
路
料
金
②
軽
自
動
車
：

1
1
0
0
円
、
普
通
車
1
4
0
0

円
◆
利
用
日
＝
9
月
28
日
㊊
〜
12

月
18
日
㊎
他
①
は
平
日
の
み
の
利

用
可
②
は
期
間
中
最
大
5
回
ま
で

利
用
可
申
兵
庫
県
道
路
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前
に
申
込
み
問

兵
庫
県
道
路
公
社
経
営
企
画
課
☎

0
7
8

2
3
2

9
6
3
5

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22

6
1
1
1

 10月の納税
市県民税（普通徴収）　第３期
国民健康保険税（普通徴収）　第４期

納期限　11月２日（月）
納税は便利な口座振替を利用してください
問税務課☎23-1118または各振興局

市民福祉課

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
1
2
0

9
7
9

4
5
1

通
話
料
無
料

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会
☎
0
7
8

3
9
3

1
8
0
3

「
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
被
災
地
救

援
基
金
」の
期
間
延
長

　

植
村
直
己
さ
ん
と
縁
の
深
い
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
以
前
の
よ
う
な
元
気
と
活

気
が
一
日
も
早
く
戻
る
こ
と
を
願

い
、救
援
募
金
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

◆
期
限　
12
月
31
日
㊍

◆
募
金
方
法　
本
庁
舎
…
総
合
案

内
、
生
涯
学
習
課
▽
立
野
庁
舎
…

健
康
増
進
課
▽
各
庁
舎
…
地
域
振

興
課
▽
市
立
美
術
館「
伊
藤
清
永

記
念
館
」、
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民

族
博
物
館
、市
立
歴
史
博
物
館「
但

馬
国
府
・
国
分
寺
館
」、
植
村
直

己
冒
険
館
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

▽
市
内
開
催
イ
ベ
ン
ト
等
で
募
金

箱
を
設
置
し
ま
す

問
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44
–
1　
5

　
1　
5

35　 広報とよおか 2015（平成27）年10月号

10月のテーマ
曜日 内　　容
月 子どものインフルエンザ
火 よく噛むことと認知症予防
水 Ｃ型慢性肝炎治療の進歩
木 家での誤った応急処置

金～日 脳卒中の予防について
※12日㊊㊗は金～日曜日のテーマを

放送

月日 担当医師・
住所

10
月

18
日

中沢　洋
（出石町本町）

25
日

赤松　亮
（九日市下町）

※診療時間は、午前９時～
　午後５時



母と子の健康

保健師　定期駐在日
ご案内

（時間８：30～17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
誰でも、気軽に相談
してください。
※相談は、事前に連

絡してください。
※日高・出石地域の

乳幼児に関する相
談は、乳幼児健康
相談日を利用して
ください。

11月の保健行事

健康
増進課

☎24-1127

４か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

６
金 13：00～14：00

平成27年６月17日
～７月６日生

20 平成27年７月
７～20日生

日高 ４ 水 13：00～13：30 平成27年６月８日～７月４日生
出石
但東 17 火 13：00～13：15 平成27年６月21日～７月17日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談

７か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

９
月 13：00～14：00

平成27年３月16日
～４月７日生

30 平成27年４月
８～25日生

日高 ４ 水 13：15～13：45 平成27年３月８日～４月４日生
出石
但東 17 火 13：15～13：30 平成27年３月21日～４月17日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談・歯

科相談・ブックスタート（絵本の読み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 
※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

17 火 13：00～14：00 平成26年４月14日～５月７日生

日高 11 水 12：45～13：15 平成26年２月12日～４月30日生
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ

オル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児

相談・歯科相談・フッ素塗布（希望者
500円）など

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
全域 ６、20 金 9：00～11：00 妊娠届を提出する方 母子手帳交付・保健師・栄養士・歯科衛

生士の相談・妊婦健診助成の手続きなど
◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内　容
全域 19 木 13：00～13：15 平成26年10月生 幼児食の話・試食・歯みがきの話・栄

養相談（希望者）・歯科相談（希望者）
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

乳幼児健康相談 ※竹野、城崎、但東地域の方は、保健師定期駐在日も利用してください。
日 曜日 受付時間 対象 会　場 内　容
11 水 10：00～11：00 乳幼児 出石健康福祉センター 身長・体重測定、保健師や栄養士による相談13 金 日高健康福祉センター
◇持ち物　母子手帳・バスタオル

にこにこ教室（２歳児育児教室）
地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内　容
豊岡
城崎
竹野

26 木 13：00～13：30 平成25年７月30日～９月５日生
身体計測・歯科診察・フッ素
塗布（希望者500円）・歯科相
談・育児相談など

◇持ち物　母子手帳・タオル・歯ブラシ・相談票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

3歳児健康診査 ※個別に通知します。
地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

10
火 13：00～13：40

平成24年８月
１～24日生

24 平成24年８月25日
     ～９月10日生

出石
但東 ４ 水 13：00～13：30 平成24年７月１日～９月５日生
◇持ち物　母子手帳・視聴覚アンケート・尿・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・

育児相談・歯科相談・栄養相談など

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。
なお、別の会場で受診を希望する場合は､事前に健康増進課に連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東
教　室 にこにこ教室（２歳児）

豊岡市保健センター
（立野町12－12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
891－2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
1302）

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査
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会　　　場 開催日 時　　間
竹野健康福祉センター　機能訓練室 25日（水）10：00～11：30
但東健康福祉センター　介護機器展示室 27日（金）10：00～11：30
◇内容　トレーニング機器を利用した、自主トレーニン
グのための講習会です。　◇対象　20歳以上の市民
◇定員　３人程度　◇申込み　健康増進課に電話
（21-9095）で申し込んでください。

献　　血

健診結果相談会

トレーニング機器利用事前講習会

休日急病診療所 （立野町12-12）

地域 日 曜日 受付時間 会　場

豊岡
15 日  8：00～11：30 立野庁舎（豊岡消防団）13：00～15：30
17 火 10：00～11：45 コープデイズ豊岡13：00～16：00

出石
12 木  9：00～11：00 七

なな

曜
よう

精
せい

機
き

（出石LC）
13：00～15：00 出石モータース（出石LC）

13 金  8：30～10：30 メイワパックス（出石LC）
13：00～15：00 出石医療センター（出石LC）

但東 25 水 10：00～11：45 但東庁舎13：00～15：30

日 曜日 時間 会　場
10 火 10：00～11：30 立野庁舎

おわびと訂正　９月号27ページの10月の保健行事｢献血｣の表中、神美地区公民館と新田地区公民館を城崎地域と記載しましたが、豊岡地域の誤りでした。訂正しおわびします。

「歩いて暮らすまちづくり」標語　優秀作品③

豊岡の　四季を感じて　まず一歩玄さん

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
１日（日）、３日（火・祝）、
８日（日）、15日（日）、22
日（日）、23日（月・祝）

① 9：00～11：30
②13：00～16：30 内科・小児科 23-9219

相　　談
曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 22-9

きゅうきゅうはは

988
兵庫県 小児救急医療電話相談 平日・土 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　♯

シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話  078-731-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 9：00～24：00

◆
結
核
っ
て
ど
ん
な
病
気
?

　
結
核
は
、
今
で
も
全
国
で
年
間

約
2
万
人
の
新
た
な
患
者
が
発
見

さ
れ
る
感
染
症
で
す
。
70
歳
以
上

の
高
齢
者
が
多
い
で
す
が
、
20
〜

30
歳
代
の
若
い
世
代
の
患
者
も
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
結
核
菌
に
よ
り
主
に
肺
に
炎
症

を
起
こ
す
病
気
で
、
咳せ
き

な
ど
で
結

核
菌
が
空
気
中
に
飛
び
出
し
、
周

り
の
人
が
そ
れ
を
直
接
吸
い
込
む

こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

　
結
核
に
感
染
し
て
も
必
ず
発
病

す
る
の
で
は
な
く
、
発
病
す
る
の

は
10
人
に
1
〜
2
人
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
事

結
核
は
現
代
の
病
気
で
す

◆
長
引
く
咳
は
要
注
意

　
初
期
症
状
は
、
咳
や
痰た
ん

、
発
熱

な
ど
の
症
状
で
す
。
体
重
減
少
や

疲
労
感
、
胸
痛
な
ど
の
症
状
も
あ

り
ま
す
。
2
週
間
以
上
咳
や
痰
が

続
く
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト

　
1
年
に
1
回
、

市
の
結
核
健
診
や

が
ん
検
診
、
職
場

の
定
期
健
診
で
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

《
相
談
・
問
合
せ
》
豊
岡
健
康
福

　
祉
事
務
所
☎
26
–
3
6
6
0

こ
こ
ろ
の
相
談
室

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
16
日（
金
）午
後

1
時
〜
4
時
30
分（
1
人
1

時
間
程
度
）

▼
場
所
　
立
野
庁
舎

▼
対
象
　
本
人
や
家
族
な
ど

▼
内
容
　「
気
持
ち
が
落
ち
込

む
」「
家
族
が
し
ん
ど
そ
う
だ

が
、
ど
う
接
し
た
ら
良
い
か

分
か
ら
な
い
」な
ど
、こ
こ
ろ

の
悩
み
を
臨
床
心
理
士
や
保

健
師
に
相
談

※
事
前
申
込
み
が
必
要

※
個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増

進
課
☎
24
–
1
1
2
7

　地域の世話役さんや活動に関心のあ
る方が対象の、積極的な健康づくり・
介護予防の知識・技術の習得を目的と
した研修です。
　健康づくりの要素を盛り込みながら、
集いを楽しくするワザを学んで、活動
に生かしませんか？  

◆日時　10月30日（金）午後１時30分～
４時（受付：午後１時～）

◆会場　立野庁舎　多目的ホール
◆対象　
◇地域や仲間に、介護予防の知識や
運動実践を広めていく意欲のある
方
◇いきいきサロン、老人クラブ、玄
さん元気教室等、集いの場の運営・
手伝いをしている方

◆定員　50人
◆申込期間　10月５日（月）～23日（金）
《申込み・問合せ》健康増進課
　☎24-1127　FAX24-9605

集いを楽しくする研修
参加者募集

※29日㈰は都合
　により休診

37　 広報とよおか 2015（平成27）年10月号



10月の行事予定10月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

家族でとしょかん映画会
◆日時　10月17日（土）・18日（日）午前10時30分～・午後１時30分～
◆場所　図書館本館　２階　視聴覚・講演室
◆上映作品　午前10時30分～｢ライフ オブ パイ｣2012年　127分　
　　　　　　午後１時30分～｢スノーホワイト」2012年　127分　
◆一時保育　10月８日（木）までに申込み
日 曜日 時間 場所 行事名
１ 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
２ 金

３ 土
９：30 城崎 きのさき見て歩き　第４回　温泉寺見学　般

10：30 竹野 テーマであそぼ｢まつりだっ　ワッショイ！｣（工作：きらきらヨーヨー）　幼 児
10：30 但東 おはなしのもり・子ども工作（工作：ハロウィンマスク）　幼 児

４ 日
５ 月
６ 火 休館日

７ 水
10：30 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼
10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

８ 木
９ 金 10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

10 土 10：30 城崎 おはなしランド（工作：きらきら万華鏡）　幼 児
10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

11 日
12 月 休館日
13 火 休館日
14 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

15 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳 幼

16 金

17 土
10：30 本館 家族でとしょかん映画会｢ライフ オブ パイ｣（2012年・127分）　児 般

13：30 本館 家族でとしょかん映画会｢スノーホワイト｣（2012年・127分）　児 般

18 日
10：30 本館 家族でとしょかん映画会｢ライフ オブ パイ｣（2012年・127分）　児 般

13：30 本館 家族でとしょかん映画会｢スノーホワイト｣（2012年・127分）　児 般
19 月
20 火 休館日
21 水 ９：40 豊岡 おはなしのゆりかご（市民プラザほっとステージ）　乳

22 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

23 金
24 土 10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　幼 児

25 日 10：00 本館 図書館まつり
14：00 出石 としょかん・くらぶ　児

26 月
27 火 休館日
28 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

29 木
30 金 休館日（図書整理日）
31 土

レッツゴー図書館
本館　☎23-6151
（京町５-28）
城崎　☎21-9072
（城崎庁舎２階）
竹野　☎21-9078
（竹野庁舎３階）
日高　☎21-9060
（日高庁舎１階）
出石　☎21-9010
（出石庁舎１階）
但東　☎21-9036
（但東市民センター１階）

■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http://lib.city.toyooka.lg.jp　　　メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp
■開館時間　午前10時～午後６時　※本館（金・土）午前10時～午後７時

図書館まつり
◆日にち　10月25日（日）
◆場所　図書館本館
◆内容　
○本の交換会
　持ち寄った本を交換できる、

ミニコーナーがあります。
○大人のお話会
　耳からの物語体験をどうぞ。
○図書館クイズ大会
　図書館に関する質問に挑戦！
○朗読と演奏会の夕べ
　夜のくつろいだ雰囲気の図書

館で、本の朗読と器楽演奏を
楽しんでください。

※以下は申込みが必要です。
○子ども図書館員体験
　カウンター業務などの体験
対象：小学５・６年生（先着４人）
○子ども折り紙教室
　水嶋　勉さんの指導による折

り紙作品作り
対象：５歳以上の子ども（先着20

人）
○本のブッカーかけ体験
　自分の本にカバー用フィルム

をかける体験
対象：大人（先着10人・１人あた

り１冊）
※詳細は、図書館ホームページや

チラシなどでお知らせします。
申込開始　10月５日（月）
《申込み・問合せ》図書館本館

☎23-6151
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子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援するためのいろいろな活動をしています。
下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。
※持ち物のないものは申込時に確認してください。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石庁舎1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎庁舎2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高庁舎3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

日　時 23日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ヤギとの触れ合い、広い芝生の上で遊ぶ

日　時 18日（日）午前10時～11時30分（子育てセンター出店時間）
対　象 子育て中の親子、家族、関心のある人は誰でも
内　容 ヨーヨー釣り（１回50円）、しゃぼん玉など

パパと遊ぼうDAY！

竹野福祉まつり　竹野健康福祉センター

なかよし広場　ほっとステージ

親子運動遊び

とよおか家族の日　親子３B体操　合橋地区公民館　３階　多目的ホール

但東福祉まつり　但東健康福祉センター

そとあそび広場　日本・モンゴル民族博物館

日　時 23日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 栄養士のミニ講話、計測、触れ合い遊び、子育て相談

日　時 ６、20日の火曜日　午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ６日…お話タペストリー、20日…絵本作り（材料費いずれも200円）

日　時 ３日（土）午前10時～正午
対　象 乳幼児とその家族（パパ、おじいちゃん、おばあちゃんも来てね！）
内　容 ０歳から大人まで楽しめます
持ち物 新聞１日分、お茶、運動靴（子どもは裸足）

日　時 30日（金）午前10時30分～11時30分
申込期限 29日（木）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者15組
内　容 いろいろリズム遊び（フープ、カスタネット、ドレミでピョンピョン）

日　時 10日29日（木）午後１時30分～３時30分
申込期限 19日（月）
対　象 子育て中の保護者20人（一時保育は15人）
内　容 きょうだいの育て方

なかよし広場

そとあそび広場　菊屋島運動公園

とよおか家族の日　家族うんどう会　中竹野ふるさと館

リズムで遊ぼう!!　パン★パンダ　城崎庁舎３階多目的ホール

作って楽しもう！

とよおか家族の日　パパと遊ぼうDAY！

わいわいコーラス

そとあそび広場　国民休暇村竹野海岸

日　時 18日（日）午前10時～午後３時
対　象 子育て親子（家族みんなでお越しください）
内　容 手作りコーナー（センターとして出店）、バザー、展示

日　時 14日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 おおむね２歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のはなし｢病気の予防（風邪予防）・事故防止｣、交流ほか

日　時 18日（日）午前９時30分～午後１時
対　象 子育て親子、小・中学生、一般（誰でも楽しめます）
内　容 ゲームと着せ替えコーナー

つどいの広場/10月
←最新情報は
　こちらから

マタニティママ交流広場　ほっとステージ

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

日　時 ６日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 たこ揚げ、かざ車ほか 持ち物 帽子、お茶、タオル、運動靴

日　時 30日（金）午後１時30分～３時 申込開始 15日（木）
対　象 １歳以上の幼児と家族30組
内　容 楽しい親子遊び
講　師 生涯学習サポート兵庫　榎本英樹さん

日　時 22日（木）午後１時30分～２時30分 申込開始 14日（水）
対　象 ４カ月以上の乳幼児（抱っこできる子ども）と保護者40組
講　師 インストラクター　西村　淳さん

日　時 11月５日（木）午後１時30分～２時45分 申込開始 23日（金）
対　象 乳幼児と保護者20組
内　容 絵本の読み聞かせ（親子向け）と絵本についての話（保護者向け）
講　師 図書館読み聞かせボランティア

日　時 11月８日（日）午前10時～11時15分 申込開始 26日（月）
対　象 １、２歳の幼児とお父さん20組　※お母さんもOK
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 16日（金）午前９時30分～11時30分 対　象 妊婦
内　容 マタニティヨガ、妊婦同士や先輩ママとの交流、いろいろ相談
スタッフ 助産師、栄養士、保育士ほか

10月の子育ち親育ち講座　豊岡市民プラザ練習室

みんなで遊びまSHOW！　子育て学習室

日　時 21日（水）　午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊び、読み聞かせ、計測、子育て相談、本の貸出・返却
スタッフ 保健師、看護師（助産師）、保育士、図書館司書、図書館児童ボランティア

ベビービクス　ほっとステージ

子どもと絵本講座　子育て学習室

パパと遊ぼうデーおやこっこ運動遊び　子育て学習室

日　時 14日（水）午前10時30分～11時30分
申込開始 ６日（火）
対　象 乳幼児と保護者15組
内　容 親子触れ合い体操、保護者のストレッチ
講　師 日本３B体操協会　西垣満子さん、木村美保さん

日　時 21日（水）午前10時30分～11時30分 申込開始 ７日（水）
対　象 乳幼児と保護者12組
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 11月１日（日）午前10時30分～11時45分 申込期限 31日（土）
内　容 ３B体操＆音楽ミニコンサート
出　演 フォークソンググループ　チャンポンメン
講　師 日本３B体操協会　永尾恵子さん

日　時 13日（火）午前10時～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 福祉まつりのステージ発表の練習

日　時 29日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 秋の遊歩道を散策しよう

日　時 ４日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 親子触れ合い遊び

出石福祉まつり　ひぼこホール

なかよし広場

そとあそび広場　出石庁舎前芝生広場
日　時 ８日（木）午前10時30分～11時30分　雨天時はセンター内
対　象 乳幼児と保護者 持ち物 お茶、帽子
内　容 すべり台、手押し車、三輪車、しゃぼん玉ほか

おたのしみ広場

そとあそび広場　日高町民公園
日　時 13、27日の火曜日　午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本の読み聞かせ、固定遊具で遊ぶ
その他 雨天、公園のコンディションが悪いときは中止

日　時 28日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 触れ合い遊び、ミニシアターなど
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平成27年８月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

OCTOBER
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談

 1 日(木)

13：30～16：00

但東健康福祉センター

生涯学習課 23－0341
 5 日(月) 竹野庁舎
 7 日(水) 城崎庁舎
 8 日(木) 出石健康福祉センター
14日（水） 豊岡健康福祉センター（城南町）

日高農村環境改善センター

行 政 相 談

 5 日(月) 13：30～15：30 竹野庁舎

秘書広報課 23－1114
 8 日(木) 13：30～16：00 出石健康福祉センター
14日（水）13：30～15：30 日高農村環境改善センター15日（木） 但東健康福祉センター
17日（土）10：00～11：30 豊岡健康福祉センター（城南町）

身 体 障 害 者 相 談  7 日（水）21日（水）13：00～16：00

豊岡健康福祉センター（城南町）

社会福祉課 24－7033

身 体 障 害 者
（視覚障害者）相談 23日（金）13：00～16：00
身 体 障 害 者
（聴覚障害者）相談 28日（水）13：00～16：00
知 的 障 害 者 相 談 13日（火） 9：00～11：00 立野庁舎

精神保健福祉相談
 8 日(木)

9：00～11：00
城崎庁舎

15日（木） 立野庁舎
22日（木） 出石庁舎

心 配 ご と 相 談

毎週月～金
（法律相談日を除く） 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター（城南町）豊

岡

市

社

会

福

祉

協

議

会

本所・豊岡地区センター 24－7311
 1 日（木）

13：30～16：00

城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
 1 日（木）
15日（木）

出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181

13日（火）
26日（月） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100
21日（水） 竹野老人福祉センター 竹野地区センター 47－1423

結 婚 相 談

 1 日（木）13：30～16：00 但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181
 2 日（金）
16日（金）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター（城南町） 本所・豊岡地区センター 23－2573
 7 日（水）
21日（水）

13：30～16：00

出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
 8 日（木） 城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
 9 日（金） 竹野老人福祉センター 竹野地区センター 47－1423
13日（火）
26日（月） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100

法 律 相 談
（予約受付9/30（水）、8：30～）
（先着8人・電話予約のみ）

 6 日（火）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター(城南町) 本所・豊岡地区センター 23－2573

家 庭 児 童 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所家庭児童相談室 こども育成課 21－9003
農 家 相 談  5 日（月）13：30～16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
子 ど も 教 育 相 談  3 日（土) 9：00～12：00 豊岡市ふれあいセンター 豊岡市ふれあいセンター 24－8303
職 業 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ハローワーク豊岡 ハローワーク豊岡 23－3101
Uターン就職相談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所エコバレー推進課 ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008
も の づ く り 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ものづくり支援センター 21－9024
事業所対象金融相談 毎週月～金 9：00～17：00 兵庫県信用保証協会但馬支所 金融相談窓口 22－5171
若 者 の 就 労 支 援 毎週月～金 10：00～16：00 若者サポートステーション豊岡 若者サポートステーション豊岡 34－6333
消 費 生 活 相 談 毎週月～金 9：00～16：00 市役所生活環境課 くらしの相談室 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月～金 9：00～16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課 23－1114
エイズ・肝炎検査
27日は夜間検査（17：30～19：
15）も実施（エイズ検査のみ）

要
予
約

13日（火）
27日（火） 9：15～11：15 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

こころのケア相談 19日（月）13：30～16：30 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所
豊岡健康福祉事務所
地域保健課 26－3672

※
毎
週
の
相
談
日
は
、祝
日
を
除
く

10月の主な相談

合　計 男　性 女　性 世帯数
85,089人（－27人） 40,852人（－4人） 44,237人（－23人） 32,965世帯（－2世帯）
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10月の主な行事
OCTOBER

より詳しい情報は
こちらから

18（日）第41回竹野駅伝競走大会（８：30～ 竹野中央公園周辺ランニングコース）
キッズワイルド2015-子ども野生復帰まつり

（９：30～15：00 城崎町楽々浦）
田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）
とよおか・シネマオアシス「体脂肪計タニタの社
員食堂」（①10：30～、②14：00～ 市民会館）
ハチゴロウの戸島湿地まつり
（10：00～15：00 ハチゴロウの戸島湿地）

19（月）パフォーミングアーツ・ツーリズム「城崎温泉ダンス旅」（城崎温泉街、～22日）
20（火）
21（水）なかよし広場（９：30～ 豊岡市民プラザ）
22（木）絵本の読み聞かせ（10：30～11：00 城崎子育てセンター）

23（金）
24（土）第７回三原谷の川の風まつり（10：00～16：00 旧大森小学校周辺、～25日）

とよおか家族の日＆とよおか・こどもまつり「モン
ゴルの白い馬」公演（13：30～ 豊岡市民プラザ）
第18回大石りくまつり（豊岡駅通り周辺、～25日）
パフォーミングアーツ・ツーリズム「ダン
サーを探せ!! in 城崎温泉」（城崎温泉街）
A
ア ル チ ザ ン
rtisan W

ワ ー ク
ORK S

シ ョ ッ プ
HOP

（T
ト ヨ オ カ

oyooka K
カ バ ン

ABAN A
ア ル チ ザ ン

rtisan A
ア ベ ニ ュ ー

venue２階）
出石藩きもの祭り（出石庁舎前広場、～25日）

25（日）第27回ちびっこカーニバル（10：00～15：00 日高農村環境改善センター周辺）
殿さんそば新そば祭り

（10：00～15：00 殿さんそば）
カバストマルシェ（10：00～16：00 宵田商店街）

26（月）
27（火）
28（水）おたのしみ広場（10：30～11：00 日高子育てセンター）

29（木）そとあそび広場（10：30～11：30 国民休暇村竹野海岸遊歩道）

30（金）人権ふれあいコンサート（13：30～15：00 城崎中学校）
第66回豊岡市美術展

（総合体育館、～11月３日）

31（土）豊岡市認知症フォーラム（13：00～15：30 市民会館文化ホール）
第17回全日本身体障害者野球選手権大会

（県立但馬ドーム、～11月１日）

ひ
と
り
ご
と

1（木）おでかけ広場
（10：30～11：30 福住地区公民館）

2（金）夢但馬産業フェア
（10：00～16：00 総合体育館ほか、～３日）

3（土）第19回伊藤清永賞子ども絵画展（９：30～ 
市立美術館｢伊藤清永記念館｣、～11月10日）
とよおか家族の日家族うんどう会

（10：00～12：00 中竹野ふるさと館）

4（日）パパと遊ぼうDAY！
（10：30～11：30 日高子育てセンター）

5（月）
6（火）永楽館茂山狂言会（19：00～ 出石永楽館）
7（水）にじっこ絵本

（10：30～11：00 竹野子育てセンター）
えほんのとびら
（10：30～11：00 出石子育てセンター）

そとあそび広場
（10：30～11：30 資母認定こども園）

8（木）
9（金）元気ingピック（10：00～ 総合体育館）

えほんはともだち
（10：30～11：00 但東子育てセンター）

10（土）Aア ル チ ザ ン
rtisan W

ワ ー ク
ORK S

シ ョ ッ プ
HOP

（T
ト ヨ オ カ

oyooka K
カ バ ン

ABAN A
ア ル チ ザ ン

rtisan A
ア ベ ニ ュ ー

venue２階）

11（日）第６回ふれあいふぁーむ＆殿さんそば合同
収穫まつり（10：00～15：00 道の駅｢神鍋
高原｣駐車場）

12（月）体育の日
とよおかスポーツフェスティバル2015
（９：00～15：00 ウェルストーク豊岡ほか）

13（火）そとあそび広場
（10：15～11：30 日高町民公園）

14（水）
15（木）
16（金）マタニティママ交流広場

（９：30～ 豊岡市民プラザ）

17（土）神鍋高原秋色ジャズコンサート
（19：00～21：00 道の駅｢神鍋高原｣）

▼「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」と
言
い

ま
す
が
、
暑
さ
も
和
ら
ぎ
過
ご
し
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
見
渡
せ

ば
、
い
わ
し
雲
や
曼
珠
沙
華（
彼
岸

花
）、
赤
ト
ン
ボ
。
日
に
日
に
深
ま

り
ゆ
く
秋
、
今
年
は
何
の
秋
を
目
指

そ
う
か
。 

Ⓨ

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣
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「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。

広
報
　と
よ
お
か

N
o.245

　

7
月
中
旬
に
米
国
で
開
催
さ
れ

た
I
M
G
A
世
界
ゴ
ル
フ
選
手
権

（
9
〜
10
歳
男
子
の
部
）で
第
5
位

に
入
賞
し
た
の
が
、
八
条
小
学
校

5
年
生
の
黒
田
裕
稀
君
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
と
の
出
会
い
は
3
歳
ご

ろ
。「
父
親
が
面
白
そ
う
に
ゴ
ル
フ

を
し
て
い
た
」こ
と
か
ら
、
興
味

を
持
ち
、
ク
ラ
ブ
を
握
り
出
し
ま

し
た
。
試
合
に
は
小
学
1
年
生
か

ら
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

黒
田
君
の
最
大
の
武
器
は
ド
ラ

イ
バ
ー
シ
ョ
ッ
ト
。
成
年
女
子
並

み
の
2
0
0
ヤ
ー
ド
を
飛
ば
し
ま

す
。体
格
を
良
く
す
る
た
め
に「
牛

乳
を
い
っ
ぱ
い
飲
む
よ
う
に
し
て

い
る
」と
笑
い
ま
す
。

　

平
日
は
ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル
や
練

習
場（
打
ち
っ
ぱ
な
し
）、
自
宅
で

練
習
。
土
・
日
曜
日
は
ラ
ウ
ン
ド

を
回
り
、
父
親
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル
で
指
導
す
る

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
プ
ロ
の
井い

内う
ち

賢

二
さ
ん
は「
練
習
に
取
り
組
む
姿

勢
や
状
況
に
応
じ
た
シ
ョ
ッ
ト
前

の
イ
メ
ー
ジ
が
素
晴
ら
し
い
」と

強
さ
の
要
因
を
分
析
し
ま
す
。

　

将
来
は「
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に

な
っ
て
、
マ
ス
タ
ー
ズ
に
出
場
し

た
い
！
」と
、
大
き
な
夢
に
向
け

て
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　８月24日、城崎温泉街の一の湯前で、第22回大
谿川納涼灯篭流しが行われました。
　７月24日から開催されていた、城崎夏物語の最
終日を飾る灯篭流しは、城崎温泉観光協会が毎年
続けている夏の風物詩です。
　浴衣姿の観光客や地域の人が、灯籠の側面に貼
るさまざまな色をした紙に、文字や絵を描き、願
い事をつづります。願いが込められた約500基の
灯籠は、大谿川に作られた流し場からゆっくり流
されました。
　親子連れも多く、絵を描くことが好きな、植坂
玲
れ

安
あ

ちゃん（６歳）は｢うさぎの絵を描いた！｣と楽
しそうに見せてくれました。

大
おお

谿
たに

川納涼灯
とう

篭
ろう

流し
水
みな

面
も

に浮かぶ願い

ゴルフ世界選手権第５位
将来の夢はマスターズ出場！

黒田裕
ゆう

稀
ま

君（11歳）九日市上町

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲さまざまな意見が出たSNSのルール作り

▲色とりどりの灯籠

　８月20日、豊岡地区公民館で、豊岡市中学校生
徒会リーダー研修会が開催され、市内全ての市立
中学校９校の生徒会役員36人が一堂に会しました。
　活動報告では、各校が生徒会の取組みなどを発
表。港中学校の浜清掃や日高西中学校の神鍋マラ
ソン、出石中学校の東北復興支援ボランティアの
取組みなどの発表に、生徒は耳を傾けていました。
　また、全中学校で共通して取り組むためのSNS
（F

フェイ ス ブ ッ ク

acebook、L
ラ イ ン

INEなど）のルール作りでは｢健康・
プライバシー・友情を守る｣をテーマに意見交換。
10月を目標にルールをまとめることになりました。
　司会をした豊岡南中学校生徒会長の安田海

かい

地
ち

君
は｢お互いに成長できる｣と充実した様子でした。

中学校生徒会リーダー研修会
他校の活動報告から刺激を受ける！


